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調
査
出
土
　
第

一
号
漆
紙
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言

漆
容
器
轟
紙
（第
二
五
九
次
調
査
出
土
　
第
五
【
号
漆
紙
文
書
）

漆
容
器
・（パ
レ
ツ
ト
）■
．師
器
擁

（第
一
三
一
―
三
一
次
．調
査
出
土
　
第
八
号
漆
紙
文
書
が
付
着
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４
一
，
・・・文
書
の
軸
傘
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６
…
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文
書
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軸
（題
畿
魏
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‥漆
容
器
山
物
に
入
つ
て
一ぃ
た
漆
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（第
一
六
〇
次
調
査
出
土
　
第
九
号
漆
紙
文
書
が
付
着
）
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，
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漆
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重
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序

漆
紙
文
書
と
い
う
と
も
っ
と
も
ら
し
い
名
称
だ
が
、
漆
容
器
の
蓋
紙
に
再
利
用
し
た
公
文
書
な
ど
の
反
古
が
、
付
着
し
た
漆
に
よ
り
保
護
さ
れ
て

残
っ
た
も
の
で
、
東
北
地
方
の
城
柵
官
衛
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
最
初
に
漆
紙
文
書
が
発
見
さ
れ
た
の
は

実
は
平
城
京
跡
で
あ
り
、
当
研
究
所
が
継
続
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
平
城
宮

。
京
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
は
少
な
か
ら
ぬ
量
に
な
っ
て
き
た
。

今
回
、
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
『平
城
京
漆
紙
文
書
』
の
刊
行
を
企
画
す
る
こ
と
に
し
た
。
都
城
出
土
の
漆
紙
文
書
の
ま
と
ま
っ
た
報
告
書
と

し
て
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
最
新
の
赤
外
線
撮
影
技
術
を
駆
使
し
た
図
版
に
よ
っ
て
、
漆
紙
文
書
の
榊
髄
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
思
う
。
今
回
の
刊
行
が
契
機
と
な
っ
て
、
漆
紙
文
書
研
究
に
新
し
い
飛
躍
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

ま
た
、
今
後
発
見
例
の
増
加
に
よ
っ
て
さ
ら
に
シ
リ
ー
ズ
を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
報
告
書
に
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
と
共
同
で
行
っ
た
平
城
京
跡
右
京
人
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪
の
調

査
で
出
土
し
た
多
数
の
資
料
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
掲
載
に
つ
い
て
快
諾
を
い
た
だ
い
た
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
に
射
し
、
深
甚
の
謝
意

を
表
す
る
。
ま
た
、
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
文
研
在
職
中
か
ら
平
城
宮

・
京
跡
出
土
漆
紙
文
書
の
調
査

・
研
究
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
名
古
屋
大

学
の
古
尾
谷
知
浩
助
教
授

（奈
良
文
化
財
研
究
所
調
査
員
）
に
多
大
の
ご
尽
力
を
た
ま
わ
つ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年

一
月

独
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文
化
財
研
究
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研
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長

田
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町
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）
　

左
京
人
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三
坊
十
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京
二
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坊
五
坪
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（九
）
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隆
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（第
二
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人
次
調
査
）

（
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跡
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地
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（第
二
四
三

・
二
四
五
十
一
次
調
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一
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平
城
宮
跡
造
酒
司
推
定
地
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（第
二
五
九
次
調
査
）

全

二
）
そ
の
他

第
二
章
　
漆
の
流
通
と
漆
紙
文
書

釈
　
文

（
一
）
　

左
京
三
条

一
坊
十
六
坪
出
土
漆
紙
文
書
（第
三
二
次
調
査
）

（二
）
　

平
城
宮
跡
東
南
隅
出
土
漆
紙
文
書
（第
三
二
次
補
足
調
査
）

（三
）
　

左
京
二
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坊
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坪
出
土
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次
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調
査
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左
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坊
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出
土
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文
書
（第

一
六
〇
次
調
査
）

（七
）
　

右
京
人
条

一
坊
十
四
坪
出
土
漆
紙
文
書
（大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
調
査
）

（入
）

左
京
二
条
二
坊
五
坪
出
土
漆
紙
文
書
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二
〇
四
次
調
査
）

（九
）
　

西
隆
寺
跡
出
土
漆
紙
文
書
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二
二
人
次
調
査
）

（
一
〇
）
平
城
宮
跡
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地
区
出
土
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文
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四
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・
二
四
五
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一
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調
査
）

（
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一
）
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司
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地
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土
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文
書
（第
二
五
九
次
調
査
）
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二
五
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次
調
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出
遺
構
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一
、
こ
の
報
告
書
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
第
六
十
九
冊
に
あ
た
る
。

一
、
『平
城
京
漆
紙
文
書
』
は
、
平
城
宮
跡
及
び
平
城
京
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
を
対
象

と
し
て
収
録
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
第

一
冊
目
と
な
る
。

一
、
平
城
京
跡
右
京
人
条

一
坊
十
四
坪
の
漆
紙
文
書
は
、
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
が
担
当
し

た
発
掘
調
査
に
お
い
て
出
土
し
た
資
料
で
あ
る
が
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
実
施
し
た

発
掘
調
査
と

一
連
の
調
査
の
遺
物
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
掲
載
を
許

可
さ
れ
た
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
及
び
担
当
の
服
部
伊
久
男
氏

。
山
川
均
氏
に
対
し
、
深

甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

一
、
既
刊
行
の
報
告
書

・
紀
要
な
ど
に
収
録
し
た
資
料
も
あ
り
、
釈
文
な
ど
が
そ
れ
ら
と
異
な

る
場
合
も
あ
る
が
、
今
後
は
本
報
告
書
に
よ
ら
れ
た
い
。

一
、
漆
紙
文
書
の
排
列
は
、
奈
良

（国
立
）
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
調
査
次
数
順
と
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
た
。
同
じ
次
数
内
で
は
遺
構
ご
と
に
分
け
、
お
お
む
ね
判
明
す
る
内
容
が
多
い

順
に
排
列
し
た
。

一
、
漆
紙
文
書
の
香
号
は

『平
城
京
漆
紙
文
書
』
に
お
け
る
通
し
番
号
と
し
た
。
本
報
告
書
に

は

一
か
ら
五
六
ま
で
を
収
録
し
た
。
既
刊
の
報
告
書

・
紀
要
な
ど
の
番
号
と
の
対
照
は
、
巻

末
の

「漆
紙
文
書
番
号

。
図
版
ブ
レ
ー
ト

・
旧
報
告
番
号
対
照
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
同

一
文
書
の
断
片
と
推
定
で
き
る
場
合
で
も
、
直
接
接
続
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
も

の
は
別
の
番
号
を
付
し
た
。
従

っ
て
、
本
書
中
に
お
け
る

「点
数
」
は
文
書
数
を
示
す
と
は

限
ら
な
い
。

一
、　
一
点
、　
一
画
の
墨
付
き
し
か
持
た
な
い
断
簡
は
か
え

っ
て
煩
瑣
に
わ
た
る
の
で
、
特
筆
す

べ
き
点
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
収
録
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
墨
痕
の
な

い
漆
容
器
蓋
紙
に
つ
い
て
は
収
録
し
な
か
っ
た
が
、
参
考
の
た
め
に
総
説
に
記
述
し
た
も
の

が
あ
る
。

一
、
こ
の
報
告
書
は

「図
版
」
と

「解
説
」
か
ら
な
る
。

一
、
図
版
に
は
、
解
説
で
取
り
上
げ
た
漆
紙
文
書
全
点
に
つ
い
て
、
可
視
光
線
に
よ
る
写
真
を

原
則
と
し
て
原
寸
大
で
掲
載
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
資
料
の
状
態
に
よ
り
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
ま
た
は
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
り
撮
影
し
た
画
像
を
加
え
た
。
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
を
使
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
赤
外
線
域
カ
ッ
ト
フ
ィ

ル
タ
を
外
し
、
可
視
光
線
カ
ッ
ト
フ
イ
ル
タ
を
装
着
し
た
機
材
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
は
、
赤
外
線
リ
フ
レ
ク
ト
グ
ラ
フ
ィ
用
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
で
撮
影
し
た
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
像
情
報
の
保

存
の
た
め
に
、
い
ず
れ
も
、
図
版
に
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
フ
ィ
ル
ム
レ
コ
ー
ダ
に
よ
リ
ネ

ガ
フ
ィ
ル
ム
と
し
た
も
の
か
ら
焼
き
付
け
た
写
真
を
使
用
し
た
。
こ
れ
も
原
寸
大
と
す
る
こ

と
を
原
則
と
す
る
が
、
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
に
つ
い
て
は
厳
密
で
は
な
い
。

印
刷
方
法
は
、
可
視
光
線
写
真
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
線
ダ
ブ
ル
ト
ー
ン
、
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
及
び
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
線
シ
ン
グ
ル
ト
ー
ン
を
用
い
た
。

一
、
各
資
料
に
つ
い
て
、
可
視
光
線
に
よ
る
表
裏
両
面
の
写
真
を
左
右
に
配
し
、
そ
の
直
下
に

赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま
た
は
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
を
配
し
た
。
赤
外
線

画
像
は
、
文
字
の
な
い
面
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

一
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
中
、
「赤
外
線
Ｄ
．
Ｃ
」
と
あ
る
も
の
は
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ

る
画
像
、
「赤
外
線
Ｖ
．
Ｃ
」
と
あ
る
も
の
は
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
を
示
す
。

一
、
キ
ャ
プ
シ
ヨ
ン
中
、
コ
異
焼
」
と
あ
る
も
の
は
、
文
字
の
書
い
て
あ
る
面
と
反
対
の
面
か

ら
撮
影
し
た
画
像
を
表
裏
反
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。



一
、
可
視
光
線
写
真
の
面
と
赤
外
線
画
像
の
面
と
は
、
上
下
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
し

た
。
し
か
し
、
紙
が
二
枚
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
文
字
の
書
い
て
あ
る
面
と
反
対
の
面
か
ら

撮
影
し
た
画
像
を
用
い
た
場
合
な
ど
は
、
原
則
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
釈
文
の
解
説
を

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
「解
説
」
の
構
成
は
総
説
と
釈
文
の
二
篇
と
し
、
前
者
で
は
漆
紙
文
書
の
出
土
状
況
、
伴

出
遺
物
に
つ
い
て
の
必
要
最
小
限
の
解
説
を
付
し
た
。

一
、
釈
文
編
に
お
い
て
は
、
出
土
位
置
を
宮
内
の
地
区
名
称
ま
た
は
平
城
京
の
条
坊
呼
称
で
示

し
、
下
部
に
大
地
区
を
示
し
た
。
大
地
区
冒
頭
の
６
は
奈
良
時
代
を
示
す
。

一
、
釈
文
冒
頭
の
和
数
字

（ゴ
シ
ッ
ク
）
は
漆
紙
文
書
番
号
を
示
す
。

一
、
釈
文
は
漆
紙
文
書
番
号
に
従
っ
て
排
列
し
、
形
態
、
内
容
に
関
し
補
註
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
。

一
、
両
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、　
ａ
、
ｂ
で
区
別
し
た
。
い
ず
れ
を

ａ
と
す
る
か

は
任
意
で
あ
る
。

一
、
紙
の
表
裏
は
オ
モ
テ
面
、
漆
付
着
面
と
し
て
区
別
し
た
。
漆
付
着
面
と
は
漆
容
器
の
蓋
紙

と
し
て
用
い
た
際
に
漆
液
面
に
密
着
し
て
い
た
面
、
オ
モ
テ
面
は
そ
の
反
対
側
の
面
を
指
す
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
現
行
常
用
字
体
に
改
め
る
の
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の

に
つ
い
て
は
も
と
の
字
体
の
ま
ま
翻
字
し
た
。
（　
）
内
は
現
行
常
用
字
体
。

賞

（実
）
　

費

（宝
）
　

證

（証
）
　

廣

（広
）
　

嶋

（島
）
　

龍

（竜
）
　

渫

（漆
）

一
、
釈
文
末
尾
の
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
ニ
文
字
と
ア
ラ
ビ
ア
数
字
二
字
か
ら
な
る
記
載
は
、
漆
紙

文
書
が
出
土
し
た
中

・
小
地
区
を
示
す
。
Ｎ
は
地
区
不
明
を
示
す
。

一
、
編
者
に
お
い
て
加
え
た
文
字
に
は
次
の
二
種
類
の
括
弧
を
施
し
た
。
括
弧
は
原
則
と
し
て

右
傍
に
加
え
た
が
、
組
版
の
都
合
上
左
傍
に
施
し
た
場
合
も
あ
る
。

〔　
〕
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

（　
）
右
以
外
の
校
訂
註
及
び
説
明
註
。

一
、
本
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

□
□
□
　
を死
存
し
な
い
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

口
‐―
□
　
完
存
し
な
い
文
字
の
う
ち
、
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

×
　
　
　
欠
損
ま
た
は
上
を
覆

っ
て
い
る
漆
膜
の
た
め
に
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
記
載
内
容
か
ら
み
て
、
上
ま
た
は
下
に

一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
で
き
る

も
の
。
但
し
、
微
細
な
断
片
の
場
合
に
は
省
略
し
た
。

■
■
■
　
抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

ミ
ミ
ミ
　
抹
消
し
た
文
字
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

「　
」
　

異
筆
、
追
筆
。

司
　
　
　
合
占
〔。

力
　
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
が
た
い
も
の
。

〔
×
　
〕

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所
の
左
傍
に

・
を

付
し
、
原
字
を
右
傍
に
示
し
た
。

一
、
解
説
中
に

「縦
」
「横
」
で
表
記
し
た
法
量
は
、
断
片
を
文
字
の
向
き
に
置
い
た
と
き
の

天
地
の
最
大
値
と
左
右
の
最
大
値
を
示
す
。
ま
た
、
文
字
の
大
き
さ
、
行
間
、
界
幅
が
計
測

で
き
る
場
合
に
は
こ
れ
を
記
し
た
。
行
間
と
は
行
の
心
々
距
離
を
指
す
。

一
、
参
照
し
た
研
究
書
、
論
文
な
ど
の
引
用
は
、
報
告
書
の
性
格
上
、
最
小
限
に
と
ど
め
た
。

一
、
当
研
究
所
の
刊
行
物
は
、
文
中
引
用
の
際
に
次
の
よ
う
に
略
称
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。

『平
城
木
簡
概
報
二

一
』
亀
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
十

一
）

『平
城
宮
報
告
Ⅵ
』
亀
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅵ
し

『年
報

一
九
八
九
』
翁
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
八
九
し

『紀
要
二
〇
〇
三
』
翁
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
し

一
、
英
文
要
旨

・
目
次
の
翻
訳
は
ウ
オ
ル
タ
ー

・
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏

（天
理
大
学
）
に
よ
る
。



一
、
本
報
告
書
の
作
成
に
は
、
部
長
岡
村
道
雄
の
指
導
の
も
と
に
、
平
城
宮
膝
発
掘
調
査
都
史

料
調
査
室
が
あ
た
っ
た
。
漆
紙
文
書
の
観
察

，
釈
読
に
は
、
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基

・
山
本

崇

・
古
尾
谷
知
浩

（現
名
古
屋
大
学
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
調
査
員
）
が
あ
た
り
、
釈
読
に

あ
た
っ
て
は
文
化
遺
産
研
究
部
の
綾
村
宏

。
吉
川
聡
、
飛

‐
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
市
大

樹

・
竹
内
亮
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
狩
野
久

（元
岡
山
大
学
）

・
故
鬼
頭
清
明

（元
東
洋

大
学
）

・
加
藤
優

（現
徳
島
文
理
大
学
）

。
今
泉
隆
雄

（現
東
北
大
学
）

・
佐
藤
信

（現
東

京
大
学
）

・
清
田
善
樹

（現
岐
阜
教
育
大
学
）

・
舘
野
和
己

（現
奈
良
女
子
大
学
）

・
寺
崎

保
広

（現
奈
良
大
学
）

・
橋
本
義
則

（現
山
口
大
学
）

・
森
公
章

（現
東
洋
大
学
）

・
山
下

信

一
郎

（現
文
化
庁
）
も
当
時
参
画
し
た
。
資
料
整
理
及
び
作
成
全
般
に
あ
た
っ
て
は
、
小

池
綾
子
氏
の
尽
力
が
あ
り
、
編
集

。
校
正
に
は
、
簿
森
浩
幸

・
権
本
有
貴
江

・
芝
華
恵

・
杉

本
敬
子

・
中
岡
泰
子

・
服
部
源
憲

・
松
本
大
輔

。
南
島
真
理
子

・
山
下
典
子
氏
の
助
力
を
得

た
。
写
真
撮
影
は
牛
嶋
茂

・
中
村

一
郎

・
佃
幹
雄

（当
時
）
が
行
い
、
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
に
よ
る
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
に
は
古
尾
谷

・
小
池
が
あ
た
っ
た
。
現

像

・
焼
付
け
に
は
、
杉
本
和
樹

・
鎌
倉
綾
両
氏
が
協
力
し
た
。
本
書
の
編
集
は
渡
辺

・
古
尾

谷
が
担
当
し
、
総
説
第
三
章
は
古
尾
谷
が
執
筆
し
た
。

(1動
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PL.1

1.可視光線

1.赤外線 D.C.(裏焼 )

3.可視光線

左京三条―坊十六坪 (第32次調査)・ 平城宮跡東南隅 (第32次補足調査 )

2.可視光線



4.赤外線 D.C.

PL.2

左京二条二坊六坪 (第 68次調査 )



PL.3

5a.赤外線 DiC.

左京二条二坊六坪 (第68次調査 )

5b.赤外線 D.C,(裏焼 )



PL.4

6.可視光線

6.赤外線 D.C.

フ.可視光線

フ.赤外線 D.C.

左京八条三坊十坪 (第93次調査)



PL.5

左京八条三坊十坪 (第93次調査)

参考資料 1(ォモテ面)



PL.6

参考資料 1籐付着面)

左京八条三坊十坪 (第 93次調査)



PL.フ

左京二条二坊十三坪 (第 13■ 31次調査)



9.可視光線

PL,8

9.可視光線

左京八条―坊六坪 (第 160次調査)



PL.9

9b-2.赤外線 D.C.

左京八条―坊六坪 (第 160次調査)

9a.赤外線 D.C.



10.可視光線

10.赤外線 V.C.(裏焼 )

13可視光線

PL.10

12.可視光線

12b.赤外線 V.C. 12a.赤外線 V.C.

11.可視光線

11.赤外線 V.C.

13b`赤外線 V.C. 13a.赤外線 V.C.

右京八条一坊十四坪 (大和郡山市教育委員会調査)



PL.11

18.可視光線

19.可視光線

19赤外線 V.C.

20.可視光線

20a.
赤外線 VC.   赤外線 VC.

右京八条―坊十四坪 (大和郡山市教育委員会調査)

18.赤外線 V.C.

16。 可視光線

16.赤外線 V

17.可視光線

14.可視光線 14.15可視光線

14b.赤外線 V.C. 14a.15.赤外線 V.C.

17b.赤外線 VC 17a.赤外線 V,C.



PL.12

21.赤外線 V.C.(裏焼 )

23.可視光線

23b.赤外線 V.C,23a.赤 外線 V.C

24.可視光線

|サ .4

1 μ
l,こ{・

ド
｀

22.赤外線 V.C.

22.可視光線

24_赤夕1線 VC.

蔭
.り

25.可視光線

騨
25.赤外線 V,C.

右京八条―坊十四坪 (大和郡山市教育委員会調査)



PL.13

30.可視光線

30赤外線 V.C.(裏焼 )

29可 視光線

29.赤外線 V.C.(裏焼 )

26.可視光線

26b.赤外線 V.C.26a.赤外線 VC.

2フ .可視光線

2フ .赤外線 V.C.

守
ｉ 聟

28.可視光線

吾歩
lμ

R―

|

右京八条―坊十四坪 (大和郡山市教育委員会調査 )



PL.14

31a赤 外線 V.C

32.可視光線

32.赤外線 V.C.

，事
ド

　

ュ

す

ｆ

他
イ
Ч
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第

一
章
　
序
言

漆
紙
文
書
は
、
周
知
の
ご
と
く
漆
容
器
の
蓋
紙
と
し
て
漆
液
面
に
密
着
し
て
か
ぶ
せ
ら
れ
た

反
古
紙
で
あ
る
。
こ
れ
が
廃
棄
後
も
付
着
し
た
漆
に
保
護
さ
れ
た
た
め
に
、
土
中
で
も
腐
る
こ

と
な
く
遺
存
し
た
の
で
あ
る
①
さ
て
、
本
報
告
書
は
都
城
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
の
集

成
と
し
て
初
め
て
の
も
の
と
な
る
の
で
、
ま
ず
都
城
出
土
資
料
を
軸
に
、
漆
紙
文
書
の
調
査
研

究
の
歩
み
を
略
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

漆
紙
文
書
が
初
め
て
確
認
、
報
告
さ
れ
た
遺
跡
は
、
平
城
京
跡
で
あ

っ
た
。　
一
九
七
〇
年
七

月
に
行
わ
れ
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
第
六
人
次
調
査
に
お
い
て
、
左
京
二
条
二
坊

六
坪
の
東
側
に
当
た
る
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
か
ら
二
点
の
資
料
が
出
土
し
、
同
年
九
月
及
び

翌

一
九
七

一
年
に
漆
片
に
文
字
が
あ
る
も
の
と
し
て
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
出
発
点

と
し
て
漆
紙
文
書
研
究
の
歴
史
が
始
ま
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
は
大
き
く
三
時
期
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
期
は

一
九
七
〇
年
の
発
見
か
ら

一
九
七
八
年
ま
で
で
あ
る
。
平
城
京
跡
で
の
発
見
と
ほ

ぼ
同
じ
時
期
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
の
第
九
次
調
査
に
お
い
て
、
政
庁
地
区
か
ら
大
量
の
漆
紙
文

書
が
出
上
し
た
。　
一
九
七
〇
年
入
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
資
料
群
は
、
後
に
漆
紙
文
書
の
史

料
学
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
ま

だ
紙
と
し
て
認
識
さ
れ
ず
、
皮
製
品
と
し
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
次
い
で

一
九
七
三

年
、
多
賀
城
跡
第
二

一
次
調
査
で
計
帳
様
文
書
が
出
土
し
、
こ
れ
が
翌
年
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ

が
多
賀
城
で
最
初
に
報
告
さ
れ
た
漆
紙
文
書
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
同
種
の
紙
が
出
土
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
が
深
ま
り
、
平
城
京
跡
で
は

一
九
七
五
年
の
第
九
三
次
調
査
、
多
賀
城
跡
で
は

一
九
七
四
年
の
第
二
三
次
調
査
、　
一
九
七
六

年
の
第
二
人
次
調
査
、　
一
九
七
七
年
の
第
三
〇
次
、
第
三

一
次
調
査
な
ど
で
出
土
が
確
認
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
は
ま
だ
漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
が
不
明
確
で
、
確
認
で
き

た
資
料
を
そ
の
都
度
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ

っ
た
。
今
か
ら
み
れ

ば
、
手
探
り
で
調
査
を
進
め
な
が
ら
着
実
に
事
例
を
蓄
積
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
と
官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
と
の
間
で
情
報

の
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
都
城
遺
跡
の
調
査
機
関
と
東
北
地
方
に
お
け
る
城
柵
遺
跡
の
調
査

機
関
と
の
間
で

一
定
の
連
携
の
下
に
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

そ
の
後
、
研
究
の
進
展
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
皮
製
品
と
思
わ
れ
て
い
た
多
賀
城
跡
第
九
次
調

査
出
土
資
料
が
漆
紙
文
書
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
調
査
成
果
は

一
九
七
人

年
に
公
表
さ
れ
、
翌

一
九
七
九
年
に
は
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
の
段
階
で
、
漆

容
器
の
蓋
紙
と
し
て
の
性
格
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
技
術
的
に
も
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

の
利
用
が
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
調
査
研
究
は
新
し
い
段
階
に
入

っ
た
。
こ
れ
以
後
を
研
究

の
第
二
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
賀
城
跡
で
豊
富
な
資
料
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
第

二
期
に
お
け
る
研
究
の
中
心
は
、
質
、
量
と
も
に
東
北
の
城
柵
遺
跡
で
あ

っ
た
。

一
方
、
こ
の
時
期
、
都
城
遺
跡
出
土
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
も
、　
一
定
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ

た
。
平
城
宮

・
京
跡
に
つ
い
て
み
る
と
、　
一
九
人
〇
年
代
に
は
、　
一
九
六
〇
年
代
に
出
土
し
な

が
ら
文
書
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
資
料
に
つ
い
て
、
再
調
査
、
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、　
一
九
人
四
年
に
右
京
入
条

一
坊
十
四
坪
か
ら
大
量
の
資
料
が
出
土
し
、
こ
れ
が

一
九
九
〇

年
に
な

っ
て
報
告
さ
れ
る
に
至

っ
た
。　
一
方
、
長
岡
京
跡
で
も

一
九
人
〇
年
に
初
め
て
漆
紙
文

書
が
出
土
し
、
そ
れ
以
降
着
実
に
出
土
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
漆
紙
文
書

自
体
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
多
賀
城
跡
、
秋
田
城
跡
、
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
、
下
野
国

府
跡
な
ど
に
比
べ
、
都
城
出
土
の
漆
紙
文
書
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
の
が
実
状
で

あ

っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、　
一
九
九
五
年
に
至
り
、
平
城
宮
第
二
五
九
次
調
査
で
租
帳
に
類
似
し
た
文
書
が

出
土
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
は
過
去
に
出
土
し
た
資
料
を
再

調
査
す
る
作
業
を
開
始
し
た
。
同
じ
頃
、
長
岡
宮

・
京
跡
で
も

一
九
九
四
年
、
九
五
年
に
計
三

カ
所
か
ら
漆
紙
文
書
が
出
上
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
の
蓄
積
の
中
か
ら
、
都
城
遺
跡
と
い
う
枠

組
み
の
中
で
資
料
の
位
置
づ
け
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
研
究
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
評
価
で
き
、　
一
九

九
〇
年
代
半
ば
以
降
を
第
三
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
期
に
お
け
る
平
城
宮

・
京
跡
出
土
資
料
に
関
す
る
再
調
査
の
成
果
は
、
各
年
度
の

『奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
で
報
告
し
、
そ
の
一
端
は

一
九
九
八
年
に
行

っ
た

「な
ら
平
城

京
展
鶴
」
に
お
い
て
も
展
示
し
た
。
し
か
し
、
報
告
が
複
数
年
度
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
、
紙

数
の
関
係
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
研
究
環
境
は
整

っ
た
と
は
い
え
な

い
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
赤
外
線
撮
影
の
技
術
が
進
歩
し
、

よ
り
鮮
明
な
画
像
の
提
供
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
平
城
宮

・
京
跡
出
土
漆
紙
文
書
に
関
す
る
調
査
成
果
を
集
大
成

す
る
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
こ
こ
に
刊
行
す
る
運
び
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
が
、
都
城
出
土
漆
紙
文
書
の
研
究
を
次
の
段
階
へ
と
展
開
さ
せ
る
契
機
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

第
二
章
　
漆
紙
文
書
出
土
の
遺
構

（
一
）
左
京
三
条

一
坊
十
六
坪
（第
三
二
次
調
査
）

第
三
二
次
調
査
は
、　
一
九
六
六
年
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
東
南
隅
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
左
京
三

条

一
坊
十
六
坪
を
発
掘
し
た
。
漆
紙
文
書
は
十
六
坪
東
北
部
に
あ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
九
九
五
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

十
六
坪
及
び
南
隣
の
十
五
坪
は
、
こ
の
調
査
以
後
、
第

一
一
人

引
人
次
、
第
二
三
〇
次
、
第

二
三
四
十
九
次
の
各
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
知
見
は

『
一
九
九
二
年
度

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』

全

九
九
三
年
）
、
『平
城
京
左
京
三
条

一
坊
十
四
坪

発
掘
調
査
報
告
』

⊂

九
九
五
年
）
な
ど
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
十
五

・

十
六
坪
の
間
に
は
条
間
小
路
が
存
在
せ
ず
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
二
つ
の
坪
は

一
体
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
が
、
両
坪
の
間
に
は
築
地
塀
が
あ
り
、
南
北
二
つ
の
区
画
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

十
五
坪
の
中
心
部
で
は
三
棟
の
大
型
東
西
棟
建
物
を
南
北
に
並
べ
て
配
し
、
そ
の
左
右
に
南
北

棟
建
物
を
姑
称
に
置
く
と
い
う
整
然
と
し
た
建
物
配
置
を
取
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
じ
位
置
で

掘
立
柱
建
物
か
ら
礎
石
建
物
に
建
て
替
え
ら
れ
る
が
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
存
続
す
る
。
ま
た
、

十
六
坪
で
は
南
部
中
央
に
大
型
の
四
面
庇
付
き
建
物
が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
は
大
型
の
井
戸
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
井
戸
か
ら
は

「内
匠
寮
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
た

（
『平
城
木

簡
概
報
二
七
』
、　
一
九
九
三
年
）
。
漆
紙
文
書

一
が
出
土

し
た
土
坑
付
近
の
坪
東
北
部
で
は
、
棟
持
柱
を
有
す
る

特
殊
な
構
造
の
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
以
上
の

よ
う
な
遺
構
の
状
況
か
ら
、
十
五

・
十
六
坪
は
個
人
の

宅
地
で
は
な
く
、
宮
外
官
衛
も
し
く
は
離
宮
的
な
機
能

を
も

つ
施
設
が
あ

っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

（二
）
平
城
宮
跡
東
南
隅
（第
三
二
次
補
足
調
査
）

第
三
二
次
補
足
調
査
は

一
九
六
六
年
に
行
わ
れ
、
第

三
二
次
調
査
区
の
北
西
に
接
す
る
場
所
で
実
施
さ
れ

た
。
漆
紙
文
書
は
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
Ａ
か
ら
二
点

出
土
し
た
。

こ
の
調
査
区
で
は
平
城
宮
の
南
面
大
垣
の
ほ
か
、
築
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地
塀

一
条
、
建
物
二
棟
、
柵
四
条
、
溝
二
条
、
炉
四
カ
所
な
ど
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇

は
、
南
面
大
垣
の
心
よ
り
北
五

ｍ
の
位
置
に
心
が
あ
り
、
東
流
す
る
。
大
き
く
二
時
期
に
分
か

れ
、
下
層
が
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
、
上
層
が
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
Ａ
は
、

幅

一
・
八

ｍ
を
測
り
、
深
さ
は
調
査
区
西
端
で
○

。
四

ｍ
、
東

へ
い
く
ほ
ど
深
く
な
り
、
最
深

一
。
Ｏ

ｍ
を
測
る
。
堆
積
土
は
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
、
上
層
は
暗
褐
色
砂
質
粘
土
、
下
層
は

灰
色
砂
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
Ａ
か
ら
は
式
部
省
の
考
選
関
係
の
本
簡
を
中
心
に
約

一
三
〇
〇
〇
点
の
木
簡

が
出
上
し
て
い
る
。
年
紀
を
も
つ
木
簡
と
し
て
、
古
い
も
の
で
は
神
亀
年
間

（七
二
四
～
七
二
九
）

の

一
群
と
、
神
護
景
雲
年
間

（七
六
七
～
七
七
〇
）
か
ら
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
の

一
群
と
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
出
土
位
置
を
異
に
し
、
漆
紙
文
書
二

・
三
は
、
奈
良
時
代
後
半
の
後
者
が

出
土
し
た
地
区
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

『平
城
宮
木
簡
』
四

・
五

・
六

（
一
九
人
六
年

・
一
九
九
六
年

・
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
一）
左
京
二
条
二
坊
六
坪

（第
六
人
次
調
査
）

第
六
人
次
調
査
は

一
九

七
〇
年
に
行
わ
れ
、
左
京
二

条
二
坊
六
坪
東
北
隅
を
発
掘

し
た
。
漆
紙
文
書
は
、
東
二

坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七

八
〇
か
ら
二
点
出
土
し
た
。

こ
れ
ら
は
既
に

『平
城
木
簡

概
報
人
』

（
一
九
七

一
年
）

に
お
い
て
伴
出
木
簡
と
と
も

に
漆
片
に
文
字
の
あ
る
も
の
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。

漆
紙
文
書
四

・
五
が
出
土
し
た
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
は
、
幅
三

・
二

ｍ
、
深
さ
○

・
六

ｍ

を
測
り
、
他
に
木
簡
七
九
点
、
「東
南
隅
」
「東
隅
」
な
ど
の
墨
書
土
器
、
和
同
開
弥

・
万
年
通

宝
な
ど
の
銭
貨
が
出
土
し
た
。
木
簡
に
は
郡
里
制

（～
霊
亀
三
年

〈七

一
七
》

や
郡
郷
里
制

（霊
亀
三
～
天
平

一
二
年

〈七
四
〇
》

の
地
名
表
記
を
も

つ
も
の
が
あ
る
が
、
奈
良
時
代
後
半

の
遺
物
も
伴
出
し
て
お
り
、
溝
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（四
）
左
京
入
条
三
坊
十
坪
（第
九
三
次
調
査
）

第
九
三
次
調
査
は

一
九
七
五
年
に
行
わ
れ
、
左
京
八
条
三
坊

（東
市
周
辺
東
北
地
域
）
を
調

査
し
た
。
漆
紙
文
書
は
九

・
十
坪
坪
境
小
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
か
ら
九
点
、
他
に
墨
付
き

の
な
い
断
片
二
片
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
接
合
し
な
い
が
、
本
来
同

一
の
文
書
で
あ

っ
た
と

推
定
で
き
る
。
本
報
告
書
に
は
こ
の
う
ち
判
読
可
能
な
二
点
を
掲
載
し
た
。

Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
は
、
幅
三

・
四

ｍ
～
三

・
八

ｍ
、
深
さ

一
。
二

ｍ
の
規
模
で
、
西
に
流
れ
、

平
城
京
の
東
堀
河
と
推
定
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ

一
三
〇
〇
に
流
れ
込
む
。
Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
か
ら
は
他
に
、

郷
制
下
の
付
札
を
含
む
木
簡
二
五
点
、
「法
所
」
「土
寺
」
「紀
伊
」
な
ど
の
墨
書
土
器
、
漆
塗

第 4図  第63次言周査  SD5780 (南から)
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木
製
匙
、
漆
皮
箱
、
漆
塗
冠
帽
断
片
、
漆
濾

し
布
、
漆
容
器
の
土
師
器
皿

・
杯
、
須
恵
器

重
、
ヒ
ノ
キ
製
曲
物
、
漆
刷
毛

・
箆
な
ど
が

出
土
し
、
付
近
に
漆
器
工
房
の
存
在
が
想
定

で
き
る

（
『平
城
京
左
京
人
条
三
坊
発
掘
調

査
概
報
』

一
九
七
六
年
、
『平
城
木
簡
概
報

一
一
』

一
九
七
七
年
）
。

な
お
、
同
じ
溝
か
ら
墨
痕
の
あ
る
漆
紙
文

書
の
他
に
、
墨
痕
の
な
い
漆
容
器
蓋
紙
も
多

数
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
参
考
資
料

一

と
し
て
掲
げ
た
も
の
は
、
最
大
径

一
九

・
七

Ｃｍ
の
円
形
を
呈
す
る
。
こ
れ
は
同
じ
溝
か
ら

出
土
し
た
文
字
の
あ
る
蓋
紙
と
比
べ
て
大
型

で
あ
り
、
杯
の
蓋
紙
で
は
あ
り
得
ず
、
曲
物

容
器
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
型
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
方
か
ら
の
運
搬
用
、

ま
た
は
平
城
京
で
の
気
管
用
の
容
器
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
運
搬
容
器
で
そ
の
ま
ま
保

管
し
た
可
能
性
は
高

い
。
ま
た
、
こ
れ
に
は

厚
く
漆
が
付
着
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
漆

付
着
状
況
を
示
す
断
片
は
同
じ
溝
か
ら
他
に

も
出
土
し
て
お
り
、
円
形
に
は
復
元
で
き
な

い
も
の
の
、
同
様
の
蓋
紙
が
多
数
存
在
し
た

こ
と
が
推
定
で
き
る
。　
一
方
、
墨
痕
が
確
認



で
き
る
漆
紙
文
書
に
は
漆
が
あ
ま
り
厚
く
は
付
着
し
て
い
な
い
の
で
、
状
態
は
明
ら
か
に
異
な

る
。
大
型
の
蓋
紙
は
、
運
搬
用
、
ま
た
は
保
管
用
の
容
器
と
し
て
長
い
時
間
漆
液
に
か
ぶ
せ
ら

れ
て
い
た
状
況
が
推
定
で
き
、
小
型
の
蓋
紙
は
、
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
容
器
の
蓋

紙
な
ど
と
し
て
短
い
時
間
だ
け
用
い
ら
れ
、
付
着
し
た
漆
が
丁
寧
に
掻
き
落
と
さ
れ
た
状
況
が

推
定
で
き
る
。

（五
）
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
（第

一
三

一
十
三

一
次
調
査
）

第

一
三

一
十
三

一
次
調
査
は
、　
一
九
人
三
年
に
行
わ
れ
、
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
を
発
掘
し

た
。
漆
紙
文
書
は
遺
物
包
含
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

十
三
坪
で
は
、
こ
の
調
査
の
他
、
第

一
四

一
十
五
次
、
第

一
五

一
十
一
一
次

（東
区

・
西
区
）

の
各
調
査
が
行
わ
れ
、
調
査
成
果
は
四
つ
の
調
査
区
合
わ
せ
て

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
三

坪
の
発
掘
調
査
』

全

九
人
四
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
三
坪
の
遺

構
は
人
世
紀
前
半
か
ら

一
〇
世
紀
末
に
至
る
六
時
期
に
わ
た
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
漆
紙

文
書
は
遺
構
に
伴
わ
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
平
城
宮
土
器
Ⅳ
に
比
定
さ
れ
る
土
器
に
付
着
し

て
い
る
の
で
、
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
漆
関
連
遺
物
と
し
て
、
第

一
五

一
十
一
一
次
調
査
区
の
包
含
層
か
ら
唐
草
と
鳥
の
文

様
を
針
書
き
し
た
漆
器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
を

大
き
く
降
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
字
資
料
と
し
て
、
同
じ
く
第

一
五

一
十
一
一

次
調
査
区
の
十
二

・
十
三
坪
坪
境
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
四
〇
か
ら
志
摩
国
英
虞
郡
舟
越
郷
の

海
松
の
付
札
な
ど
の
木
簡
計
三
点
、
中
世
の
土
取
り
穴
Ｓ
Ｋ
二
七
七
〇
に
混
入
し
た
伊
豆
国
賀

茂
郡
の
付
札
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
木
簡
概
報

一
七
』

一
九
人
四
年
）
。

（六
）
左
京
人
条

一
坊
六
坪
（第

一
六
〇
次
調
査
）

第

一
六
〇
次
調
査
は

一
九
人
四
年
に
行
わ

れ
、
左
京
八
条

一
坊
三

・
六
坪
を
発
掘
し
た
。

漆
紙
文
書
は
六
坪
に
あ
る
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

三

一
九
〇
の
柱
穴
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
当
該

地
の
調
査
成
果
は

『平
城
京
左
京
八
条

一
坊

三

・
六
坪
発
掘
調
査
報
告
書
』

⊂

九
入
五
年
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
検

出
し
た
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
頭
の
主
な

遺
構
と
し
て
、
人
条
条
間
路
と
三

・
六
坪
の
坪

境
小
路
東
側
溝
、
掘
立
柱
建
物
四
七
棟
、
池
状

遺
構

一
、
井
戸

一
基
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
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六
坪
の
遺
構
は
Ａ
ｌ
、
Ａ
２
、
Ｂ
お
Ｃ
の
四
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｂ
三

一
九
〇
は
、
桁
行

六
間
以
上
、
梁
間
二
間
の
規
模
を
も
つ
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
末
頃

（Ｂ
期
）
の
南
庇
付
東
西

棟
建
物
で
、
漆
紙
文
書
九
は
身
舎
西
南
隅
柱
の
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
。

（七
）
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪
（大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
調
査
）

こ
の
調
査
は
、　
一
九
人
四
年
に
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
右
京
八
条

一
坊
十
三

。
十
四
坪
に
つ
い
て
は
、
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
、

一
九
人
四
年
か
ら

一
九
八
六
年
に
か
け
て
、
計
五
カ
次
に
わ
た
り
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
こ
の

調
査
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
漆
紙
文
書
は
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
担
当
部
分
の
十
四

坪
に
あ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
か
ら
計
六
九
点
出
土
し
た
。
本
報
告
書
で
は
こ
の
う
ち
釈
読
可

能
な
四
二
点
を
掲
載
し
た
。

調
査
成
果
は

『平
城
京
右
京
人
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪
発
掘
調
査
報
告
』
盆

九
九
〇
年
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
と
し
て
、
Ｉ
期
～
Ⅳ
期
の

四
時
期
に
わ
た
る
多
数
の
掘
立
柱
建
物
、
塀
、
道
路
、
井
戸
、
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。
鋳
造
関

係
遺
物
や
漆
工
関
係
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
大
規
模
な
工
房
遺
跡
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

調
査
地
の
付
近
に
は
西
市
が
所
在
し
て
お
り
、
市
と
深
く
関
係
す
る
工
房
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
漆
紙
文
書
が
出
上
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
は
、
東
西
二

・
七

ｍ
、
南
北

一
四

・
三

ｍ
、
深
さ
二
三

ｃｍ
を
測
る
大
規
模
な
も
の
で
、
奈
良
時
代
前
半

（遺
構
変
遷
の
Ⅱ
期
）
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
土
坑
か
ら
、
漆
容
器
の
須
恵
器
壷
、
及
び
そ
の
栓
、
ク
ロ
メ
用
と
思

わ
れ
る
須
恵
器
盤
、
漆
濾
し
布
な
ど
の
漆
工
房
関
係
遺
物
が
伴
出
し
て
い
る
。

な
お
、
墨
痕
の
あ
る
漆
紙
文
書
六
九
点
以
外
に
、
多
数
の
墨
痕
の
な
い
漆
容
器
蓋
紙
も
出
土

し
て
い
る
。
本
来
墨
書
の
あ
る
断
片
と
同

一
個
体
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
参
考
資
料
二

・
三
が
あ
る
の
で
付
言
す
る
。
こ
の
う

ち
参
考
資
料
二
は
、
三
回
折
り
た
た
ま
れ
た
紙
の
断
片
で
、
現
状
で
長
辺

一
四

。
五

ｃｍ
、
短
辺

一
一
。
Ｏ

Ｃｍ
を
測
る
。
復
元
的
に
開
く
な
ら
ば
、
直
径
二
九

ｃｍ
以
上
の
円
形
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
型
の
蓋
紙
で
あ
り
、
ま
た
、
厚
く
漆
が
付
着
し
て
い
る
。
第
九
三
次

調
査
で
出
土
し
た
文
字
の
な
い
蓋
紙
と
同
様
に
、
地
方
か
ら
の
運
搬
用
、
ま
た
は
平
城
京
で
の

保
管
用
の
曲
物
容
器
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
姑
し
、
同
じ
土
坑
か
ら
出
土
し
た

文
字
の
あ
る
漆
紙
文
書
に
は
漆
が
あ
ま
り
厚
く
は
付
着
し
て
お
ら
ず
、
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ

ッ
ト
用
の
容
器
の
蓋
紙
な
ど
と
し
て
短
い
時
間
だ
け
用
い
ら
れ
、
付
着
し
た
漆
が
丁
寧
に
掻
き

落
と
さ
れ
た
状
況
が
推
定
で
き
る
。

（人
）
左
京
二
条
二
坊
五
坪
（第
二
〇
四
次
調
査
）

第
二
〇
四
次
調
査
は

一
九
人
九
年
に
行
わ
れ
た
。
百
貨
店
建
設
の
事
前
調
査
と
し
て
、
左
京

二
条
二
坊
五
坪

（藤
原
麻
呂
邸
推
定
地
）
及
び
左
京
三
条
二
坊

一
。
二

・
七

・
八
坪

（長
屋
王

邸
推
定
地
）
を
、　
一
九
人
六
年
か
ら

一
九
人
九
年
に
か
け
て
発
掘
し
た

一
連
の
調
査
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
。
第
二
〇
四
次
調
査
で
は
、
こ
の
う
ち
の
二
条
二
坊
五
坪
及
び
そ
の
南
の
二
条
大

路
を
調
査
し
た
。
漆
紙
文
書
は
二
条
大
路
上
に
設
け
ら
れ
た
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
と
Ｓ
Ｄ

五
三

一
〇
か
ら
各

一
点
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇

・
五
三

一
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
と
と
も
に
、
二
条
大
路
の
路
面
上
に
南
北

両
側
溝
と
平
行
し
て
、
そ
の
道
路
側
に
掘
ら
れ
た
東
西
に
延
び
る
濠
状
遺
構
で
、
い
わ
ゆ
る

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
総
称
さ
れ
る
木
簡
群
が
出
土
し
た
遺
構
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
は
、
二
条
大
路
の
北
端
に
あ
り
、
東
二
坊
坊
間
路
西
側
滞
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九
の

Ｏ

・
八

ｍ
西
か
ら
左
京
二
条
二
坊
五
坪
南
面
中
央
に
あ
る
門
Ｓ
Ｂ
五
三

一
五
の
四

ｍ
東
ま
で
延

び
て
い
る
。
幅
二
～
二

・
七

ｍ
、
深
さ

一
～

一
・
三

ｍ
の
規
模
で
、
全
長
五
六

ｍ
を
完
掘
し
た
。

土
層
は
大
き
く
四
層
に
分
け
ら
れ
、
最
上
層
が
埋
め
立
て
土
、
下
三
層
が
堆
積
土
で
あ
る
。
漆

紙
文
書
は
伴
出
木
簡
と
と
も
に
上
か
ら
三
層
目
の
木
屑
層
か
ら
出
土
し
た
。
伴
出
木
簡
の
年
紀

は

一
点
の
み
神
亀
五
年

（七
二
人
）
の
も
の
が
あ
る
が
、
他
は
天
平
三
年

（七
三

一
）
～
八
年
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左京二条二坊五坪 第198次B区

A
0                     30m

路条 大

第200次補足

左京三条二坊八坪
第193次

亭「X管足

に
収
ま
る
①

Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
は
、
門

Ｓ
Ｂ
五
三

一
五
の
西
で
、

門
を
挟

ん
で
Ｓ
Ｄ
五
三

〇
〇
と
対
称
の
位
置
に
あ

る
濠
状
遺
構
で
あ
る
。
東

端
か
ら
六

ｍ
分
を
検
出
し

た
が
西
端
は
調
査
区
外
に

延
び
る
。
幅
は
現
状
で
は

不
明
で
あ
る
が
、
約
二

ｍ

と
推
定

さ
れ
、
深
さ
は

一
。
一
ｍ
の
規
模

で
あ

る
。
土
層
は
四
層
に
分
け

ら
れ
る
が
、
漆
紙
文
書
は

伴
出
木
簡
と
と
も
に
上
か

ら
三
層
目
の
本
屑
層
か
ら

出
土
し
た
。
木
簡
の
年
紀

は
天
平
八
年
の
も
の
に
ほ

ぼ
限
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
五
三

〇
〇
も
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
も

流
れ
た
痕
跡
の
な
い
遺
構

で
あ
る
。

一
連
の
発
掘
成
果
の
詳

細
及
び
出
土
木
簡
に
つ
い

て
は
、
『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

。
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』

全

九
九
五
年
）
、
『平
城
京
木

簡
』

一
・
三

（
一
九
九
二
年

。
二
〇
〇

一
年
）
、
『平
城
木
簡
概
報
二
〇
～
三
三
』

全

九
人
人

～
九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
特
に
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
は

『平
城
木
簡
概
報
二
四
』

（
一

九
九

一
年
）
に
伴
出
木
簡
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（九
）
西
隆
寺
跡
（第
二
二
人
次
調
査
）

西
隆
寺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
大
型
商
業
施
設
や
都
市
計
画
道
路
の
建
設
に
伴
い
、　
一
九
七
〇

年
代
前
半
、　
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら

一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
及
び

一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
二
〇

〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
二
二
人
次
調
査
は

一
九
九

一
年
に
行
わ
れ
、　
一
点
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。

西
隆
寺
は
、
奈
良
時
代
の
末
に
、
恵
美
押
勝
の
乱
に
勝
利
し
た
称
徳
天
皇
が
創
建
し
た
も
の

で
、
西
大
寺
と
対
に
な
る
尼
寺
で
あ
る
。
神
護
景
雲
元
年

（七
六
七
）
入
月
に
造
西
隆
寺
司
長

官
以
下
の
任
命
が
あ
り
、
宝
亀
二
年

（七
七

一
）
入
月
に
印
が
頒
賜
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
ま
で
に
は

一
応
の
完
成
を
み
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

伽
藍
は
文
献
史
料
か
ら
平
城
京
右
京

一
条
二
坊
九

・
十

・
十
五

・
十
六
坪
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
中
軸
線
上
に
回
廊
に
囲
ま
れ
た
金
堂
を
は
じ
め
と
す
る
中

心
堂
舎
が
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
面
回
廊
の
東
延
長
線
上
に
東
門

が
あ
り
、
東
門
を
寺
域
内
に
入
る
と
、
西

へ
向
か

っ
て
道
路
が
延
び
て
お
り
、
そ
の
南
北
両
側

に
は
築
地
塀
で
囲
ま
れ
た
区
画
が
存
在
す
る
。
南
側
の
区
画
は
塔
院
、
北
側
の
区
画
は
食
堂
院

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

食
堂
院
は
西
隆
寺
造
営
以
前
に
九
坪
に
あ

っ
た
池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
五
三
〇
を
埋
め
立
て
、
掘
立

柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五

一
〇
を
解
体
し
た
後
、
整
地
を
施
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
、
当
初
は
掘
立
柱
建

物
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
か
け
て
礎
石
建
物
を
中
心

と
す
る
も
の
に
改
修
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。
第
二
二
人
次
調
査
は
、
食
堂
院
内
に
お
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い
て
、
食
堂
の
西
か
ら
北
の
位
置
に
か
け
て
斜
行
す
る
調
査
区
を
設
定
し
て
発
掘
し

て
い
る
が
、
漆
紙
文
書
は
調
査
区
の
西
南
隅
か
ら
出
土
し
た
。
こ
こ
に
は
先
述
の

Ｓ
Ｇ
五
三
〇
が
あ
り
、
西
隆
寺
造
営
に
伴
う
埋
土
及
び
整
地
土
、
さ
ら
に
そ
の
上
に

奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
遺
物
を
包
含
す
る
層
が
堆
積
し
て
い

る
。
こ
の
地
区
は
西
隆
寺
造
営
後
、
建
物
と
塀
に
は
さ
ま
れ
た
空
閑
地
に
あ
た
り
、

塵
芥
処
理
用
の
一
画
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
漆
紙
文
書
が
出
土

し
た
の
は
、
」ゝ
の
う
ち
の
池
の
東
側
の
整
地
土
に
あ
た
る
茶
掲
土
下
層
か
ら
で
あ
る
。

同
層
か
ら
は
平
城
宮
土
器
Ⅳ

・
Ｖ
に
該
当
す
る
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
整
地
土
が
食
堂
院
の
創
建
に
伴
う
も
の
か
、
改
修
に
伴
う
も
の
か
は
判
然
と
し

な
い
。

な
お
、
漆
紙
文
書
出
土
地
区
か
ら
は
、
ほ
か
に
漆
塗
関
係
遺
物
の
出
土
は
報
告
さ

れ
て
い
な
い
が
、
回
廊
東
北
隅
の
外
側
に
あ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
五
五
か
ら
は
、
漆
運
搬

容
器
の
須
恵
器
壷
、
横
瓶
が
出
土
し
て
お
り
、
回
廊
礎
石
据
付
穴
か
ら
も
漆
の
付
着

し
た
須
恵
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
西
隆
寺
造
営
に
伴
い
、
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
関
係
す
る
文
字
資
料
と
し
て
、
東
門
地
区
の
調
査
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た

Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
三
及
び
Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
五
か
ら
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
五
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
（天
平
）
勝
宝

元
年

（七
四
九
）
の
記
載
の
あ
る
習
書
を
除
け
ば
、
天
平
榊
護
三
年

（七
六
七
）
、

及
び

（神
護
）
景
雲
元
年

（七
六
七
）
の
米
荷
札
が
あ
り
、
Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
三
で
は
、

（神
護
）
景
雲
二
年
の
調
塩
荷
札
、
知
識
銭
付
札
、
（年
号
な
し
）
四
年
の
文
書
木
簡

が
あ
つ
て
、
い
ず
れ
も
西
隆
寺
造
営
途
上
に
お
け
る
年
代
を
示
す
。
両
遺
構
か
ら
は
、

西
隆
寺
の
造
営
資
材
や
労
働
者
に
対
す
る
食
料
支
給
に
関
わ
る
木
簡
、
造
営
の
た
め

の
知
識
銭
の
付
札
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
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発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
西
隆
寺
調
査
委
員
会

『西
隆
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』
全

九
七
六
年
）
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『西
隆
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
α

九
九
二
年
）
、

奈
良
文
化
財
研
究
所

『西
隆
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇

一
年
）
を
、
出
土
木
簡
に
つ

い
て
は
今
泉
隆
雄

「平
城
京
西
隆
寺
の
木
簡
と
そ
の
創
建
」
亀
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、　
一
九
九
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
〇
）
平
城
宮
跡
東
院
地
区
（第
二
四
三

・
二
四
五
十
一
次
調
査
）

第
二
四
三

・
二
四
五
十
一
次
調
査
は

一
九
九
三
年
度
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
東
張
出
部
南
端
、

い
わ
ゆ
る
東
院
庭
園
の
区
画
の
西
を
発
掘
し
た
。　
漆
紙
文
書
は
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
六
〇
三
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
大
き
く
Ａ
期
か
ら
Ｇ
期
の
七
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｅ

一
六
〇
三
〇
は
、
こ
の
う
ち
天
平
神
護
年
間
か
ら
榊
護
景
雲
年
間
の
Ｄ
期
に
掘
削
さ
れ
、
宝
亀

年
間
の
Ｆ
期
ま
で
存
続
し
た
井
戸
で
、　
一
辺
五

ｍ
の
方
形
の
掘
形
の
中
に
幅
約
二
〇

ｃｍ
、
厚
さ

約

一
〇

Ｃｍ
の
ヒ
ノ
キ
の
板
材
を
縦
に
二
〇
枚

並
べ
て
円
形
の
井
戸
枠
を
作

っ
て
い
る
。
井

戸
枠
材
の
う
ち
、　
一
人
点
に
墨
書
が
あ
る
。

漆
紙
文
書
は
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
が
、

木
簡
の
削
屑

一
点
が
伴
出
し
て
い
る
。
こ
の

他
、
こ
の
井
戸
の
排
水
溝
に
相
当
す
る
南

北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇
か
ら
五
九
点

の
木

簡
が
出
土
し
て
い
る
。
発
掘
成
果
の
詳
細

及
び
伴
出
木
簡
に
つ
い
て
は

『
一
九
九
三

年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概

報
』

全

九
九
四
年
）
、
『平
城
木
簡
概
報
二

九
』

（
一
九
九
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

SEl

SA 16042

sB 16041 SG OB

SA SD 92

SBl盈

一

SB 16000 B SB 9400

SD

男14図  第243・ 245-1次 調査  SE16030 (北から)

SA 9288

B9355
Ａ

い
∞
ｏ
ｏ
一
ｍ
∽SB 16150

0● ● ●

第15図 第243・ 2451次調査検出遺構図 (D期 、1:800)

SA 5055



（
一
一
）
平
城
宮
跡
造
酒
司
推
定
地
南
（第
二
五
九
次
調
査
）

第
二
五
九
次
調
査
は

一
九
九
二
年
に
行
わ
れ
、
内
裏
の
東
方
、
造
酒
司
と
推
定
さ
れ
て
い
る

官
衡
区
画
の
南
辺
及
び
そ
の
南
を
東
西
に
走
る
宮
内
道
路
に
当
た
る
部
分
を
発
掘
し
た
。
漆
紙

文
書
は
宮
内
道
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
は
、
幅

約
五

ｍ
、
深
さ

一
ｍ
の
規
模
で
、
西
流
す
る
。
堆
積
土
は
大
き
く
五
層
に
分
か
れ
、
こ
の
う
ち

の
下
か
ら
二
層
目
と
三
層
目
の
中
に
場
所
に
よ
り
木
屑
を
多
く
含
む
層
が
見
ら
れ
た
。
漆
紙
文

書
は
二
人
○
人
点
の
木
簡
と
と
も
に
こ
の
木
屑
層
か
ら
出
土
し
た
。
伴
出
木
簡
の
年
紀
は
、
別

の
溝
か
ら
混
入
し
た
可
能
性
の
あ
る
天
平

一
四
年

（七
四
二
）
の
も
の
を
除
き
、
宝
亀
四
年

（七
七
三
）
～
延
暦
三
年

（七
人
四
）
の
間
に
収
ま
る
。
木
簡
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
皇
太

子
時
代
の
山
部
親
王

（後
の
桓
武
天
皇
）
の
春
宮
坊
に
関
係
す
る
も
の
、
及
び
桓
武
天
皇
の
皇

后
の
藤
原
乙
牟
漏
の
皇
后
宮
職
に
関
係
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

発
掘
調
査
の
知
見
は

『
一
九
九
五
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』

全

九

九
六
年
）
、
「年
報

一
九
九
六
』
全

九
九
七
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
伴
出
木
街
に
つ
い

|    |    |
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て
は

『平
城
木
簡
概
報
三
二
』

全

九
九
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

盆

三
）
そ
の
他

こ
の
他
、
墨
痕
の
な
い
、
ま
た
は
文
字
の
判
読
で
き
な
い
漆
容
器
蓋
紙
が
第
九
九
次
調
査
、

第

一
五
四
次
調
査
、
第
二
〇
〇
次
調
査
、
及
び
第
二
七
九
次
調
査
に
お
い
て
出
土
し
て
い
る
。

図
版
、
釈
文
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
大
い
に
関
係
す
る
遺
物
で
あ
り
、
周
辺
の
調
査
で
今
後

墨
痕
の
あ
る
資
料
が
出
土
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
参
考
の
た
め
こ
こ
に
付
記
す
る
。

第
九
九
次
調
査
は

一
九
七
六
年
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
跡
東
張
出
部
に
あ
る
庭
園
、
い
わ
ゆ
る

東
院
庭
園
の
園
池
北
半
部
を
調
査
し
た
。
漆
容
器
蓋
紙
は
東
院
地
区
の
東
面
を
画
す
る
大
垣

Ｓ
Ａ
五
九
〇
〇
の
東
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
五
人

一
五
か
ら

一
片
、
上
層
園
池
Ｓ
Ｇ
五
人
○
Ｏ
Ｂ
の
堆
積

土
か
ら
七
片
出
土
し
た
。
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は

『平
城
宮
報
告
�
』
０
一〇
〇
三
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

第

一
五
四
次
調
査
は

一
九
人
三
年
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
内
裏
の
東
方
を
発
掘
し
た
。
漆
容
器

蓋
紙
は
こ
の
地
区
を
南
流
す
る
宮
内
の
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ

の
資
料
は
漆
の
パ
レ
ッ
ト
に
用
い
た
土
師
器
の
杯
に
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
完
存
せ
ず
、
本

来
の
直
径
は
不
明
で
あ
る
。
残
存
部
分
は
約
九

ｃｍ
四
方
の
断
片
と
な

っ
て
い
る
。
同
じ
溝
か
ら

漆
塗
り
用
刷
毛
の
ほ
か
、　
一
七
七
八
点
も
の
木
簡
が
伴
出
し
た
。
発
掘
成
果
の
詳
細
及
び
伴
出

木
簡
に
つ
い
て
は
、
『昭
和
五
八
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九
人
四
年
）
、

『平
城
木
簡
概
報

一
七
』
盆

九
人
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
二
〇
〇
及
調
査
は

一
九
人
九
年
に
行
わ
れ
、
左
京
三
条
二
坊
入
坪
北
辺
と
二
条
大
路
を
調

査
し
た
。
漆
容
器
蓋
紙
は
二
条
大
路
上
に
掘
ら
れ
た
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
か
ら
三
点
出
土

し
た
。
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
正
三
〇
〇
、
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
二
条
大

路
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
で
あ
る
。　
一
連
の
発
掘
成
果
の
詳
細
及
び
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』

全

九
九
五
年
）
、
『平
城
京
木
簡
』

一
・
三

（
一
九
九
五
年

・
二
〇
〇

一
年
）
、
『平
城
木
簡
概
報
二
〇
～
三
三
』
盆

九
人
八
～
九
七

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
二
七
九
次
調
査
は

一
九
九
七
年
に
行
わ
れ
、
左
京
二
条
二
坊
十

一
坪
を
発
掘
し
た
。
漆
紙

文
書
は
包
含
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
小
さ
な
土
器
片
に
付
着
し
た
小
片
で
あ
り
、
わ
ず
か
に

墨
痕
が
残
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
発
掘
成
果
の
詳
細
は

『年
報

一
九
九
七
十
Ⅲ
』

（
一
九

九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
三
章
　
漆

の
流
通
と
漆
紙
文
書

漆
の
流
通
と
漆
容
器

。
蓋
紙

漆
紙
文
書
は
漆
容
器
の
蓋
紙
に
使
用
さ
れ
た
反
古
紙
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
漆
容
器

に
蓋
紙
が
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
た
め
に
は
、

漆
の
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
過
程
の
、
ど
の
段
階
で
紙
が
蓋
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
か
を
お
さ

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
前
提
と
な
る
先
行
研
究
と
し
て
、
都
城

に
お
け
る
漆
の
貢
納
、
使
用
の
問
題
を
文
献
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
平
川
南
の
業
績
が
あ
る
。

ま
た
、
漆
工
房
に
関
係
す
る
遺
物
と
し
て
の
土
器
を
扱

っ
た
も
の
と
し
て
、
玉
田
芳
央
の
研
究

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
都
城
出
土
の
漆
紙
文
書
を
、
漆
の
流
通
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
も

の
と
し
て
古
尾
谷
知
浩
の
研
究
が
あ
り
、
本
章
の
直
接
の
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

報
告
書
作
成
過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た
新
し
い
知
見
も
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
考
察
を
加
え
る

こ
と
と
す
る
。

漆
作
業
の
諸
段
階
と
漆
容
器

ま
ず
、
漆
の
採
取
段
階
で
あ
る
が
、
漆
の
木
に
傷
を
付
け
、
し
み
出
る
樹
液
を
掻
き
取

っ
て

い
く
。
現
在
、
採
取
直
後
は
曲
物
桶
に
入
れ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
い
か
な
る
容
器
を
用
い
た



か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
採
取
直
後
の
漆
を
生
漆
と
呼
ぶ
が
、
次
い
で
こ
れ
を
精
製
す
る
必
要

が
あ
る
。
精
製
作
業
は
、
盤
な
ど
の
大
き
な
平
た
い
容
器
を
用
い
、
紫
外
線
も
し
く
は
熱
を
あ

て
な
が
ら
攪
拌
す
る
。
こ
の
作
業
を
ク
ロ
メ
と
呼
び
、
精
製
を
経
た
漆
を
ク
ロ
メ
漆
と
呼
ぶ
。

精
製
作
業
は
漆
の
生
産
地
で
行
う
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
消
費
地
で
行
う
場
合
も
あ
ろ
う
。
奈
良

時
代
に
お
い
て
、
消
費
地
で
精
製
作
業
を
行

っ
た
根
拠
と
し
て
、
平
城
京
跡
右
京
入
条

一
坊

十
四
坪
の
調
査
で
ク
ロ
メ
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
盤
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
右
京
八
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪
発
掘
調
査
報
告
』

一
九
九
〇
年
）
。
こ
れ
に
は
内
面
か
ら
回
縁
部
に
か
け
て
漆
の
膜
が
何
層
に
も
重
な
っ
て
付
着

し
て
お
り
、
同
じ
盤
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
使

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
運
搬
す
る
に
は
、
須
恵
器
の
平
瓶
、
長
頸
重
の
よ
う
な
重
に
入
れ

る
場
合
と
、
直
径
二
Ｏ

Ｃｍ
前
後
以
上
の
大

・
中
型
の
曲
物
に
入
れ
る
場
合
が
あ
る
。
須
恵
器
壼

を
運
搬
に
使
用
し
た
根
拠
と
し
て
、
持
ち
逗
ぶ
た
め
に
収
め
た
籠
の
痕
跡
が
付
着
し
て
い
る
資

料
が
あ
る
こ
と
や
、
平
城
宮

。
京
跡
出
土
墨
書
須
恵
器
壺
の
中
に
、
例
え
ば

「余
戸
郷
／
道
□

部
／
鴨
麻
呂

震

部
外
面
こ

冨

木
郷
漆
′ァ師

ヵ
鮮

部
外
口

」
酌

一ヵオ
ロ
／／
□
石
勝

徐

部
外

□

」
成

上
平
城
一爪
跡
右
一尺

条

雰

主

坪
、
西

房

坊
間
大
路
西
側
滞
出
土
）
、
読

押

イ

一
升

一
合

（底
部
外
面
、
行
の
向
き
は
ほ
ぼ
直
交
こ

（以
上
、
平
城
宮
跡
東
方
官
衡
出
土
）
と

い
っ
た
郷
名
、
人
名
、
量
の
墨
書
銘
を
有
す
る
資
料
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

（玉
田
論
文

を
参
照
）
。
底
部
に
墨
書
し
て
い
る
も
の
は
、
漆
を
入
れ
る
前
、
つ
ま
り
貢
納
元
で
記
入
し
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
通
常
の
置
き
方
で
は
見
え
な
い
こ
と
、
全
て
の
容
器
に
記
載
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
都
で
の
検
収
目
的
の
た
め
に
は
適
さ
な
い
が
、
平
城

宮

・
京
跡
出
土
資
料
の
場
合
、
そ
の
容
器
で
地
方
か
ら
漆
が
京
進
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

一
方
、
曲
物
、
或
い
は
円
形
の
木
製
容
器
で
漆
を
運
搬
し
た
根
拠
と
し
て
は
、
『延
喜
式
』

大
蔵
省
に
、
「凡
諸
国
所
進
年
料
漆
、
先
令
一一内
匠
寮
定
登

品^
ネ

即
蓋
上
記
二定
レ品
之
人
名
私
然

後
脚

庫
。
」
と
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
述
の
ご
と
く
、
漆
運
搬
用
の
須
恵
器
重
に
は
木
、

布
、
藁
な
ど
で
栓
を
す
る
の
で
、
文
字
を
墨
書
で
き
る
よ
う
な
蓋
は
用
い
な
い
。
こ
の
大
蔵
省

式
の
規
定
は
、
身
と
蓋
か
ら
な
る
曲
物
を
用
い
た
と
考
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
規
定
で
あ
る
。

ま
た
、
時
代
は
降
る
が
室
町
時
代
の
東
寺
領
新
見
荘
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
永
四
年

（
一
五
二
四
）
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
の
二
月
四
日
の
項
や
、
大
永
八
年

全
畢
禄
元
、

一
五
二
人
）

最
勝
光
院
方
評
定
引
付
の
六
月

一
七
日
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
永
四
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
　
一
一月
四
日

一
新
見
荘
去
年

［大
永
三
癸
未
］
分
公
用
之
内
、
漆
桶

［指
中
］
拾
、
同
小
桶

一
、
都
合

十

一
桶
、
此
内
指
中

一
桶
卜
小
桶

一
ハ
去
年
分
ノ
公
事
漆

二
支
配
、
残
指
中
九
桶
者
、

去
年
年
貢
分

二
可
有
支
配
之
由
、
衆
儀
了
、
偽
召
塗
師
、
如
例
シ
ホ
ラ
セ
了
。
（後
略
）

大
永
八
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
　
エハ
月

一
七
日

一
新
見
荘
ヨ
リ
漆
桶

［サ
シ
ナ
カ
］
二
到
来
之
間
、
令
披
露
之
処
、
（中
略
）
今
日
召
塗

師
令
支
配
畢
。
（後
略
）

（
い
ず
れ
も

「東
寺
百
合
文
書
」
る
。
細
字
部
は

［　
］
内
に
示
す
。
）

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
新
見
荘
か
ら
東
寺
に
桶
で
漆
が
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
は
曲
物
で
は
な
く
、
結
物
の
桶
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
蓋
紙
に
つ
い
て
は
同
様
と
考
え

て
よ
い
。

さ
て
、
漆
は
消
費
地
ま
で
運
ば
れ
た
後
、
実
際
に
使
用
さ
れ
る
時
ま
で
保
管
さ
れ
る
が
、
運

搬
容
器
の
ま
ま
保
管
す
る
場
合
と
、
大
き
な
奏
の
よ
う
な
容
器
に
ま
と
め
て
保
管
す
る
場
合
が

あ
る
。
実
際
の
消
費
時
点
で
は
小
型
の
曲
物
や
壼
に
取
り
分
け
る
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
杯
や

皿
な
ど
の
上
器
に
小
分
け
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
曲
物
を
漆
使
用
時
点
で
用
い
た
根
拠
と
し

て
は
、
日
縁
部
に
刷
毛
置
き
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
凹
形
の
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ

る
。
塗
る
直
前
に
は
杯
な
ど
を
パ
レ
ツ
ト
と
し
て
用
い
る
が
、
同
時
に
使
用
す
る
道
具
と
し
て

刷
毛
、
箆
、
タ
ン
ポ
、
漆
濾
し
布

・
紙
な
ど
が
あ
る
。



漆
の
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
ま
で
は
以
上
の
よ
う
な
諸
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で

目
的
に
合
わ
せ
て
容
器
が
用
い
ら
れ
る
が
、
蓋
紙
が
用
い
ら
れ
る
の
は
曲
物
、
杯
の
み
で
あ
る
。

出
土
し
た
蓋
紙
が
付
さ
れ
て
い
た
の
が
曲
物
で
あ
る
か
杯
で
あ
る
か
は
、
縁
辺
部
の
形
状
で
区

別
で
き
る
場
合
が
あ
る
。　
一
方
、
ク
ロ
メ
用
の
盤
は
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
漆
を

保
管
し
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
蓋
紙
を
付
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
運
搬
用
の
三

に
は
、
本
、
木
に
布
を
巻
い
た
も
の
、
布
、
藁
な
ど
で
栓
を
す
る
の
で
、
蓋
紙
は
用
い
な
い
。

中
の
漆
を
使
う
と
き
に
は
栓
は
固
着
し
て
取
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
頸
部
を
割

っ
て
取
り

出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
破
断
面
に
漆
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。
な
お
、

反
古
紙
は
蓋
紙
以
外
に
タ
ン
ポ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

蓋
紙
の
復
元
直
径
は
、
大
型

（直
径
三
〇
～
二
五

ｃｍ
）
、
中
型

（二
〇
～
二
五

ｃｍ
）
、
小
型

（
一
五

伽
前
後
）
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
こ
れ
は
容
器
の
直
径
に
規
制
さ
れ
る
。
大
ま
か
に
い

え
ば
、
大

・
中
型
の
も
の
は
運
搬
、
保
管
用
、
小
型
の
も
の
は
小
分
け
用
と
推
定
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
漆
紙
文
書
の
大
き
さ
や
形
態
か
ら
、
そ
の
資
料
が
漆
作
業
の
ど
の
段
階
で
、

ど
の
よ
う
な
容
器
に
付
さ
れ
て
い
た
の
か
を
推
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
容
器
に
付
さ
れ
た
蓋
紙
と
し
て
の
反
古
紙
が
、
ど
こ
か
ら
供
給
さ
れ
た
の
か
と
い
う

問
題
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
出
土
遺
跡
の
種
別
ご
と
に
考
え
て

み
よ
う
。

漆
作
業
用
の
反
古
紙
の
供
給

国
府
レ
ベ
ル
の
遺
跡
で
は
、
文
書
を
管
理
す
る
機
関
も
漆
を
大
量
に
消
費
す
る
機
関
も
限
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
文
書
廃
棄
主
体
と
漆
使
用
主
体
は

一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
そ
の
主

体
が
、
文
書
が
捨
て
ら
れ
た
場
所
に
あ
る
施
設
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
も
推
定
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
い
ず
れ
も
主
体
は
国
に
関
係
す
る
機
関
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
他
の
場
合
と
し

て
、
郡
か
ら
進
上
さ
れ
た
漆
容
器
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
、
郡
廃
棄
の
文
書
が
含
ま
れ
る
こ

と
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
文
書
の
内
容
に
よ
り
区
別
す
る
他
は
な
い
。

地
方
に
お
け
る
工
房
の
場
合
は
、
国
府
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
文
書
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
こ
の
場

合
で
も
郡
レ
ベ
ル
か
ら
進
上
さ
れ
た
漆
容
器
に
付
着
し
た
、
郡
廃
棄
の
文
書
が
含
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。

こ
れ
に
対
し
、
都
城
の
場
合
は
状
況
が
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
、
地
方
か
ら
の
運
搬
容
器
が
須

恵
器
壷
で
あ

っ
た
場
合
、
反
古
紙
が
使
わ
れ
る
の
は
、
都
城
で
小
分
け
さ
れ
た
曲
物
、
杯
の
み

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
型
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
蓋
紙
は
都
城
で
付
さ
れ
る
た
め
、
在
京
諸
司
、

諸
家
、
諸
寺
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
文
書
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
後
の

反
古
紙
供
給
経
路
を
考
え
て
み
る
と
、
直
接
漆
工
房
に
関
わ
る
官
司
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
場
合
、

官
司
払

い
下
げ
の
反
古
紙
が
、
官
制
の
ル
ー
ト
を
経
て
流
れ
て
き
た
場
合
、
市
な
ど
に

一
度
流

れ
た
後
、
購
入
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

次
い
で
、
地
方
か
ら
の
運
搬
容
器
が
曲
物
で
あ

っ
た
場
合
は
、
別
の
可
能
性
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
方
か
ら
京
進
さ
れ
た
時
点
で
は
、
地
方
で
付
さ
れ
た
蓋
紙
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
蓋
紙
は
地
方
官
行

（生
産
地
に
近
い
郡
か
、
進
上
主
体
で
あ
る
国
か

は
問
題
が
残
る
）
か
ら
供
給
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
反
古
紙
が
払

い
下
げ
ら
れ
た
場
合
も

あ
る
だ
ろ
う
し
、
未
使
用
の
白
紙
が
使
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
方
の

紙
が
蓋
紙
と
し
て
付
さ
れ
、
中
身
の
漆
及
び
容
器
と
と
も
に
都
城
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
漆
を
使
用
す
る
に
従

い
、
蓋
紙
を
取
り
替
え
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
は
都
城
で
廃
棄
さ
れ
た
文
書
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
運

搬
容
器
か
ら
小
分
け
さ
れ
た
杯
に
は
都
城
で
廃
棄
さ
れ
た
文
書
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

反
古
紙
供
給
経
路

の
諸
相

次
い
で
、
本
報
告
書
に
収
録
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
反
古
紙
供
給
の
あ
り
方
を
復

元
す
る
こ
と
を
試
み
る
。



（
一
）
左
京
三
条

一
坊
十
六
坪

土
坑
Ｓ
Ｋ
三
九
九
五
か
ら
計
帳
様
文
書

（
一
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
宮
外
官
衛
も

し
く
は
離
宮
的
な
機
能
を
も

つ
施
設
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
付
近
に
大
規

模
な
漆
工
房
が
継
続
し
て
操
業
し
て
い
た
こ
と
は
想
定
し
が
た
い
。
漆
蓋
紙
は
小
規
模
な
漆
塗

作
業
、
例
え
ば
調
度
品
の
製
作
、
修
理
な
ど
に
際
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
こ
で
廃
棄
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
漆
塗
作
業
用
に
大
量
に
反
古
紙
が
調
達
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
蓋
紙
に

用
い
ら
れ
た
反
古
紙
は
、
作
業
時
に
手
近
に
あ

っ
た
も
の
か
、
工
人
が
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も

の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
同
じ
坪
に
あ
る
井
戸
か
ら

「内
匠
寮
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
天
皇
の

家
産
機
構
に
お
け
る
手
工
業
部
門
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ

っ
た
地
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
、
工
房
で
は
な
く
、
離
宮
的
施
設
に
お
け
る
小
規
模
作
業
に
関
わ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
内
匠
寮
は
神
亀
五
年

（七
二
人
）
に
設
置
さ
れ
た
官
司
で
あ
り
、
和
銅
元
年

（七
〇
入
）

以
降
、
養
老
七
年

（七
二
三
）
以
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
計
帳
様
文
書
の
年
代
と
は
開
き
が

あ
る
。
し
か
し
、
文
書
作
成
時
点
と
こ
れ
が
不
要
に
な

っ
て
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
ま
で

の
時
間
差
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
坪
内
で
内
匠
寮
に
関
係
す
る
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
て
い
て
、

当
該
漆
紙
文
書
が
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
蓋
紙
で
あ

っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（二
）
平
城
宮
跡
東
南
隅

Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
か
ら
二
点

（
二

・
三
）
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
木
簡
は
式

部
省
の
考
選
関
係
文
書
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
も
付
近
に
漆
工
房
の
存
在
は
想
定
で

き
ず
、　
一
時
的
な
漆
塗
作
業
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

０
一）
左
京
二
条
二
坊
六
坪

東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
か
ら
二
点

（四

・
五
）
の
漆
紙
文
書
が
出
上
し
た
。

出
土
地
周
辺
の
状
況
を
考
え
る
と
、
奈
良
時
代
前
半
に
は
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
地
に
藤
原

麻
呂
の
邸
宅
が
あ

っ
た
こ
と
が
、
二
条
大
路
木
簡
の
内
容
か
ら
う
か
が
え
、
奈
良
時
代
後
半
に

は
、
左
京
二
条
二
坊
の
地
に
梨
原
宮
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る

（奈
良
回
立

文
化
財
研
究
所

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』

一
九
九
五
年
）
。
そ

の
よ
う
な
地
域
に
、
継
続
的
に
大
規
模
な
漆
工
房
が
営
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
く
、
や
は

り
邸
宅
内
に
お
け
る
調
度
品
の
製
作
、
修
理
な
ど
、
小
規
模
な
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
と

解
さ
れ
る
。
反
古
紙
の
調
達
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
ま
と
ま

っ
て
大
量
に
供
給
さ
れ
て
い
た
と

い
う
あ
り
方
で
は
な
く
、
漆
塗
作
業
を
し
て
い
た
場
で
手
近
に
あ

つ
た
反
古
紙
を
利
用
し
た
か
、

二
人
が
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
反
古
紙
を
利
用
し
た
か
で
あ
ろ
う
。

文
書
の
内
容
を
み
る
と
、
二
点
の
う
ち

一
点

（四
）
は
、
郡
里
制
も
し
く
は
郡
郷
里
制
下
の

田
地
に
関
す
る
文
書
、
も
う

一
点
の

一
次
利
用
面

（五
ｂ
）
は
養
老
令
制
下
の
左
京
ま
た
は
右

京
の
計
帳
、
二
次
利
用
面

（五

ａ
）
は
、
宝
亀
二
年

（七
七

一
）
の
年
紀
を
も
つ
文
書
で
あ
る
。

作
成
時
期
に
違
い
が
あ
る
が
、
田
地
関
係
の
文
書
は
保
存
期
間
が
長
か

っ
た
の
に
対
し
、
計
帳

は
短
期
間
で
不
要
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
時
期
に
漆
容
器
蓋
紙
と
し
て

再
利
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

京
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
、
京
の
計
帳
だ
け
か
ら
判
断
す
る
と
、
中
央
に
提
出
さ
れ
た

も
の
か
、
京
職
が
控
え
と
し
て
保
管
し
、
こ
こ
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
判
断
し
が
た
い
。
し
か
し
、
二
点
の
文
書
が
同
じ
経
路
で
払

い
下
げ
ら
れ
た
反
古
紙
で
あ
る

と
す
る
と
、
京
職
に
日
地
関
係
の
文
書
が
あ

っ
た
と
み
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
場
に
は

中
央
政
府
に
提
出
さ
れ
た
人
民
や
田
地
の
支
配
に
関
わ
る
公
文
の
反
古
紙
が
集
ま

っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
公
文
を
管
理
し
て
い
た
の
は
民
部
省
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
反

古
文
書
の
供
給
元
は
民
部
省
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
同
じ
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
の
下
流
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
東
に
あ
た
る
Ｓ
Ｄ

五
〇
二

一
か
ら
は
、
Ｔ

大
倭
国
志
癸
上
郡
大
神
里

・
和
銅
八
年

／
計
帳
」
と
木
日
に
墨
書
し



た
計
帳
の
軸
が
出
上
し
て
い
る

（
『平
城
木
簡
概
報
二
三
、　
一
九
九
〇
年
し
。
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一

か
ら
は
、
他
に
天
平

一
九
年

（七
四
七
）
の
泉
坊
か
ら
の
覆
盆
子
進
上
文
書
木
簡
、
天
平

一
九

年
の
長
門
国
調
綿
付
札
木
簡
、
美
作
国
庸
米
付
札
木
簡
、
備
前
国
調
付
札
木
簡
、
左
大
臣
官
交

易
に
関
す
る
木
簡
、
資
人
、
宿
直
、
兵
衛
に
関
す
る
木
簡
、
内
容
不
明
の

（天
平
）
二

一
年
の

年
紀
を
も

つ
木
簡
な
ど
の
ほ
か
、
大
都
保

（壺
）

一
日
、
漆

一
升
三
合
な
ど
を
購
入
す
る
た
め

の
銭

一
貫
の
出
納
に
関
わ
る
文
書
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
木
簡
概
報
二
三
し
。

さ
て
、
和
銅
八
年

（七

一
五
）
大
倭
国
計
帳
が
巻
子
装
の
状
態
で
溝
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
は

想
定
し
が
た
い
。
計
帳
が
不
要
に
な

っ
た
後
、
料
紙
を
再
利
用
し
つ
く
し
て
残

っ
た
軸
だ
け
を

捨
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
計
帳
自
体
の
年
紀
は
和
銅
八
年
で
あ
る
が
、
伴
出
木
簡
の
年
紀
か
ら

考
え
て
、
軸
が
廃
棄
さ
れ
た
の
は
天
平
末
年
で
あ
ろ
う
。
計
帳
の
紙
の
再
利
用
の
仕
方
は
、
も

ち
ろ
ん
漆
容
器
蓋
紙
と
は
限
ら
な
い
。
当
然
紙
背
の
利
用
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伴

出
木
簡
か
ら
、
当
時
付
近
で
漆
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
の
で
、
漆
容
器
蓋
紙

と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
推
定
も
、
あ
な
が
ち
憶
測
と
は
い
え
な
い
。

Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
出
土
漆
紙
文
書
は
、
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
出
土
計
帳
軸
と
廃
棄
さ
れ
た
年
代
が
離

れ
て
お
り
、
直
接
関
係
づ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
半
ば
に
お
い
て
も

後
半
に
お
い
て
も
、
付
近
に
民
部
省
関
係
の
反
古
紙
が
供
給
さ
れ
て
い
た
場
が
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（四
）
左
京
八
条
三
坊
十
坪

こ
の
地
は
東
市
に
近
接
す
る
地
域
に
あ
た
る
が
、
漆
紙
文
書

（六

・
七
）
は
九

・
十
坪
坪
境

小
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
同
じ
滞
か
ら
は
漆
製
品
の
ほ
か
、
漆
容
器
、

漆
塗
作
業
に
用
い
る
道
具
類
が
出
土
し
て
お
り
、
付
近
に
漆
工
房
が
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。

ま
た
、
こ
こ
か
ら
漆
運
搬
、
保
管
用
の
曲
物
に
付
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
漆
容
器
蓋
紙
も

伴
出
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
漆
が
大
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

出
土
し
た
漆
紙
文
書
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
反
古
紙
の
供
給
経
路
に
つ
い
て
は
不
明

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
東
市
に
近
い
漆
工
房
と
い
う
条
件
を
考
え
る
と
、
後
述
の
右
京
入
条

一
坊
十
四
坪
の
場
合
と
同
様
に
、
市
で
購
入
し
た
反
古
紙
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、

確
言
は
で
き
な
い
が
、
漆
運
搬
、
保
管
用
曲
物
に
付
さ
れ
た
文
字
の
な
い
蓋
紙
は
、
地
方
か
ら

漆
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（五
）
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪

遺
物
包
含
層
か
ら
杯
に
付
着
し
た
状
態
で

一
点
出
上
し
て
い
る
が
、
内
容
が
不
明
確
な
上
、

遺
構
に
伴
わ
な
い
た
め
、
漆
塗
作
業
の
あ
り
方
や
、
反
古
紙
供
給
経
路
に
つ
い
て
推
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
所
も
法
華
寺
の
す
ぐ
南
側
で
、
離
宮
な
ど
の
施
設
が
付

近
に
想
定
さ
れ
る
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
離
宮
や
貴
族
邸
宅
な
ど
で
の
一
時
的
な
漆
塗
作

業
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
小
分
け
用
あ
る
い
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
土
器
に

付
着
し
て
い
た
こ
と
も
、
少
量
だ
け
漆
を
用
い
た
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
。

（六
）
左
京
八
条

一
坊
六
坪

漆
紙
文
書

（九
）
は
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
三

一
九
〇
の
柱
抜
取
穴
か
ら
、
曲
物
に
入
っ
た
ま

ま
固
化
し
た
漆
塊
に
付
着
し
た
状
態
で
出
土
し
た

（曲
物
の
木
質
部
分
は
失
わ
れ
て
い
る
）
。

こ
の
地
は
、
他
に
添
塗
作
業
関
係
遺
物
が
目
立
つ
わ
け
で
は
な
く
、
漆
工
房
の
遺
跡
と
は
考
え

が
た
い
。
柱
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
建
物
解
体
時
点
に
関
係
す
る

遺
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
体
作
業
に
漆
が
必
要
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
そ
の
点

不
審
で
あ
る
。
ま
た
、
漆
塗
作
業
は
ほ
こ
り
を
嫌
う
の
で
、
建
物
解
体
工
事
の
す
ぐ
近
く
で
漆

塗
作
業
を
行

っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
当
該
漆
容
器
は
、
漆
を
使
い
き
ら
な
い

う
ち
に
固
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
使
え
な
く
な
り
、
捨
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ

と
も
建
物
解
体
と
同
時
に
漆
塗
作
業
を
行

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
使
え
な
く
な

っ
た
漆
の
容
器
を
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
逗
ん
で
き
た

こ
と
も
想
像
で
き
な
い
の
で
、
同
時
で
は
な
く
と
も
、　
一
連
の
解
体
、
新
築
工
事
の
過
程
で
使

用
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
漆
の
容
器
で
あ

っ
た
こ
と
は
推
定
で
き
る
。
建
築
工
事
に
用
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
漆
は
大
量
に
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
保
管
容
器
と
し
て
の
山
物
が
出
土
す
る

こ
と
は
自
然
な
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
。

次
い
で
、
こ
の
文
書
の
供
給
経
路
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
曲
物
容
器
は
直
径

一
人

・
○

ｃｍ
を
測
る
が
、
漆
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
蓋
紙
の
付
け
替
え
回
数
は
少
な
か

っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
内
容
を
み
る
と
、
オ
モ
テ
面
に
は
二
段
に
わ
た
り
歴
名
が
書
か
れ
、
年
齢
と

年
齢
区
分
を
細
字
洸
行
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
数
字
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

書
体
や
書
き
込
み
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
清
書
さ
れ
た
正
式
の
京
進
文
書
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

行
政
事
務
の
末
端
で
使
用
さ
れ
た
文
書
と
み
ら
れ
る
。
漆
付
着
面
も
歴
名
で
あ
る
が
、
性
格
は

不
明
で
あ
る
。
書
体
か
ら
考
え
て
こ
ち
ら
が

一
次
利
用
の
面
で
あ
ろ
う
。
曲
物
に
付
着
し
て
い

て
蓋
紙
の
付
け
替
え
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
地
方
で
廃
棄
さ
れ
た
文
書
が
漆
容
器

の
曲
物
に
付
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
内
容
物
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（七
）
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪

こ
の
遺
跡
は
、
西
市
と
深
く
関
係
す
る
工
房
の
遺
跡
で
あ
り
、
長
期
間
継
続
し
て
漆
塗
作
業

が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
坪
内
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
か
ら
は
大
量
の
漆
紙
文
書
が
出

土
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
、
こ
こ
で
も
漆
運
搬
、
保
管
用
の
大
型
曲
物
に
付
さ
れ
た
蓋
紙
が
出

土
し
て
い
る
。

文
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
ず
、
籍
帳
類
と
み
ら
れ
る
歴
名

（
一
〇
～

一
四

。
一
六

～
三
人
）
、
正
税
帳
類
と
み
ら
れ
る
稲
穀
関
係
の
文
書

（
二
九

・
三

一
）
と
い
っ
た
、
律
令
国

家
の
行
政
に
関
わ
る
公
文
が
あ
る
。
歴
名
も
稲
穀
関
係
の
文
書
も
、
互
い
に
接
続
し
な
い
複
数

の
断
片
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
来
は
そ
れ
ぞ
れ
単

一
の
文
書
で
あ

っ
た
も
の
が
分
離
し
た
可
能

性
も
あ
る
が
、
公
文
の
書
か
れ
て
い
る
面
が
オ
モ
テ
面
の
場
合
と
漆
付
着
面
の
場
合
が
あ
り
、

両
者
は
同

一
の
蓋
紙
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
、
あ
る
い
は
複
数

の
巻
子
装
の
文
書
か
ら
、
複
数
回
、
継
続
し
て
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
に
切
り
取

っ
て

い
っ
た
状
況
が
推
定
で
き
る
。
こ
の
反
古
紙
利
用
の
あ
り
方
は
、
継
続
し
て
操
業
し
て
い
た
漆

工
房
に
ふ
さ
わ
し
い
。

同
じ
土
坑
か
ら
は
他
に
試
字
と
し
て
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る

『中
阿
含
経
』
の

一
部

合
二
八
）
、

『論
語
』
何
晏
集
解
の

一
部

（二
九
～
四
三
）
、
そ
の
他
の
習
書
類

（四
三
～
四
七
）
も
含
ま
れ

て
い
る
。
『中
阿
含
経
』
が
試
字
だ
と
す
る
と
、　
一
紙
で
完
結
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ

が
単
独
で
漆
工
房
に
供
給
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く

い
た
め
、
何
紙
か
貼
り
継
が
れ
た
状
態
で
払

い
下
げ
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
『論
語
』
何
晏
集
解
は
、
紙
背

が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
で
漆
工
房
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
経
緯
は
不
明

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漆
工
房
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
に
は
問
題
が
残
る
も
の
の
、
公
文

類
も
含
め
、
同
じ
土
坑
か
ら
出
土
し
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
歴
名
、
稲
穀
関
係
文
書
、

試
字
と
み
ら
れ
る
仏
典
、
論
語
な
ど
は
、
そ
の
多
様
性
か
ら
考
え
る
と
単

一
の
官
司
か
ら
廃
棄

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
機
関
が
供
給
源
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
ほ
ぼ
同
時

に
同
じ
場
所
で
漆
容
器
蓋
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
同
じ
土
坑
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
漆
工
房
で
は
、
継
続
的
に
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
継
続
的
に
大
量
の
反
古
紙
が

必
要
と
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
複
数
の
機
関
か
ら
さ
み
だ
れ
式
に
調
達
し
た
と
考
え
る
の

は
不
合
理
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
の
立
地
を
考
え
る
と
、
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
多
様
な
反
古
文
書

が
集
ま

っ
て
い
た
西
市
か
ら
、
反
古
紙
を
購
入
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
文
字
の
な
い
大
型
の
蓋
紙
は
、
漆
容
器
と
と
も
に
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も

あ
る
。



（八
）
左
京
二
条
二
坊
五
坪

五
坪
の
南
に
位
置
す
る
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
及
び
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
か
ら
各

一
点

（五
二

・

五
三
）
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
濠
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た

木
簡
は
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
藤
原
麻
呂
の
邸
宅
、
も
し
く
は
左
京

三
条
二
坊

一
・
二

・
七

・
八
坪

（旧
長
屋
王
邸
）
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
光
明
皇
后
の
宮
に

関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
付
近
に
継
続
的
に
操
業
し
た
大
規
模
な
漆
工
房
の
存
在
を
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宮
や
邸
宅
内
に
お
け
る
漆
塗
作
業
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（九
）
西
隆
寺
跡

都
城
の
寺
院
か
ら
漆
紙
文
書
が
出
土
し
た
例
と
し
て
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
特

殊
な
例
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

寺
院
は
漆
を
大
量
に
消
費
す
る
機
関
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
華
寺
の
金
堂
造
営
に
際
し
て

は
、
柱
を
は
じ
め
と
す
る
建
築
部
材
や
調
度
品
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
、

大
量
の
漆
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

（天
平
宝
字
四
年

「造
金
堂
所
解
」
、
『大
日
本
古
文

書
』
編
年
文
書
巻

一
六
、
二
六
六
頁
～
二
七
四
頁
）
。
ま
た
、
仏
像
製
作
に
も
漆
は
必
需
で
あ

り
、
乾
漆
像
製
作
に
至

っ
て
は
膨
大
な
量
の
漆
が
必
要
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
造
営
時
点
に
比
べ
れ
ば
少
量
で
あ
ろ
う
が
、
建
物
、
仏
像
、
調
度
品
の
修
復
、
更

新
に
際
し
て
は
、
常
に
漆
の
需
要
が
あ
り
、
継
続
的
に
漆
が
消
費
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
で
は
当
然
漆
容
器
蓋
紙
が
必
要
で
あ
り
、
反
古
紙
が
大
量
に
調
達
さ
れ
た
は
ず

で
あ
る
。

西
隆
寺
跡
で
は
、
食
堂
院
か
ら

一
点
の
漆
紙
文
書

（五
四
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

復
元
す
る
と
直
径
三
〇

ｃｍ
を
超
え
る
大
き
さ
で
あ
る
。
輸
送
も
し
く
は
保
管
用
の
大
型
曲
物
に

付
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
、
大
量
に
漆
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
内

容
は
、
「鉄
工
」
や

「
（優
）
婆
夷
」
に
対
す
る
食
料
支
給
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
文
書
で
あ

り
、
西
隆
寺
造
営
に
関
す
る
文
書
の
反
古
紙
が
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
書

は
、
宝
亀
九
年

（七
七
八
）
と
み
ら
れ
る
年
紀
を
も

つ
て
お
り
、
西
隆
寺
創
建
時
点
よ
り
も
新

し
い
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
食
堂
院
は
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
お
い
て
礎

石
建
物

へ
の
建
替
え
を
中
小
と
す
る
改
修
工
事
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
伴

っ
て
作
成

さ
れ
た
文
書
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
文
書
が
廃
棄
さ
れ
て
漆
塗
作
業
の
た
め
に
用
い
ら

れ
た
の
は
、
宝
亀
九
年
以
降
で
あ
る
。
本
例
は
、
堂
舎
や
調
度
品
の
維
持
、
修
理
、
更
新
を
行

う
機
関
が
、
漆
塗
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
自
ら
が
保
管
し
て
い
た
文
書
を
反
古
と
し
て
、
蓋

紙
に
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
一
〇
）
平
城
宮
跡
東
院
地
区

井
戸
Ｓ
Ｅ

一
六
〇
三
〇
か
ら

一
点

（五
五
）
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
付
近

に
も
漆
工
房
の
存
在
は
推
定
で
き
な
い
。　
一
時
的
な
漆
塗
作
業
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
）
平
城
宮
跡
造
酒
司
推
定
地
南

宮
内
道
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
か
ら

一
点

（五
六
）
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
木
簡
は
皇

太
子
時
代
の
山
部
親
王

（後
の
桓
武
天
皇
）
の
春
宮
坊
、
及
び
桓
武
天
皇
の
皇
后
、
藤
原
乙
牟

漏
の
皇
后
宮
職
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
漆
工
房
が
付
近
に
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

出
土
し
た
漆
紙
文
書
が
、
そ
の
形
状
か
ら
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
杯
に
付
さ
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
、
し
か
も
単
独
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は

一
時
的
な
漆
塗

作
業
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

文
書
の
内
容
は
輸
租
帳
に
類
似
し
た
公
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
春
宮
坊
や
皇
后
宮
職
か
ら
払

い
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
漆
工
人
が
外
部
か
ら
持
ち
込
ん
だ
反
古
紙
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。



漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け

以
上
、
平
城
宮

・
京
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
の
各
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ

た
漆
塗
作
業
の
あ
り
方
や
反
古
紙
の
供
給
経
路
を
推
定
し
た
。
漆
塗
作
業
の
場
は
、
大
き
く
四

つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第

一
は
、
継
続
的
に
操
業
し
て
い
た
漆
工
房
の
場

合
、
第
二
は
、
建
設
現
場
に
関
係
す
る
場
合
、
第
三
は
、
天
皇
、
皇
族
の
宮
も
し
く
は
貴
族
の

邸
宅
に
お
け
る
比
較
的
小
規
模
な
漆
塗
作
業
の
場
合
、
第
四
は
、
寺
院
に
お
け
る
漆
塗
作
業
の

場
合
で
あ
る
。

第

一
の
類
型
と
し
て
、
（四
）
（七
）
が
あ
る
が
、
典
型
的
な
例
は

（七
）
で
あ
る
。
運
搬
、

保
管
用
の
容
器
に
付
さ
れ
て
い
た
大
型
の
蓋
紙
も
、
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
杯
に
付

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
小
型
の
蓋
紙
も
出
土
し
て
い
る
。
反
古
文
書
の
内
容
は
多
様
で
あ
り
、

遺
跡
の
立
地
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
種
々
の
反
古
文
書
が
集
ま
っ
て
い
た
市
か
ら
調
達
さ
れ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
大
型
の
蓋
紙
は
、
地
方
に
お
い
て
漆
容
器
に
付
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
内
容
物
の
漆
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

第
二
の
類
型
と
し
て
は
、
（六
）
が
あ
る
。
事
例
が

一
つ
し
か
な
い
の
で
、
総
体
的
に
は
論

じ
ら
れ
な
い
が
、
建
設
現
場
で
は
大
量
の
漆
が
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
で
、
漆
の
運
搬
、
保
管
用

の
曲
物
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
条
件
に
ふ
さ
わ
し
い
。
付
さ
れ
て
い
た
反
古
紙
は
、

地
方
の
反
古
文
書
が
漆
容
器
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
の
類
型
と
し
て
は
、
盆

）
（一こ

（八
）
（
一
こ

が
あ
げ
ら
れ
る
。
出
土
し
た
漆
紙
文

書
は
小
片
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
特
に

（
一
一
）
の
場
合
は
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の

杯
に
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
時
的
作
業
を
行

っ
た
場
合
に
ふ
さ
わ
し
い
様
相
を
示

し
て
い
る
。
蓋
紙
に
は
、
作
業
時
に
手
近
に
あ
っ
た
反
古
紙
か
、
工
人
が
持
ち
込
ん
だ
反
古
紙

が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
全
じ

の
場
合
は
前
者
、
全

一
）
の
場
合
は
後
者
に
当
て
は

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
の
類
型
と
し
て
は

（九
）
の
西
隆
寺
跡
が
あ
る
。
寺
院
に
お
い
て
は
堂
舎
の
造
営
、
調

度
品
や
仏
像
、
仏
具
の
製
作
、
修
理
に
際
し
て
、
大
量
の
漆
を
用
い
て
お
り
、
漆
容
器
蓋
紙
も

大
量
に
必
要
と
し
た
。
西
隆
寺
の
例
で
は
、
漆
塗
作
業
を
行

っ
た
機
関
が
自
ら
保
管
し
て
い
た

文
書
を
反
古
と
し
て
用
い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
た
め
に
は
、
漆
塗
作
業
の
あ

り
方
と
、
漆
紙
文
書
の
大
き
さ
、
形
状
、
内
容
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

註（１
）
平
川
南
「史
料
に
み
る
古
代
の
漆
」
余
漆
紙
文
書
の
研
究
』
一
九
八
九
年
、
吉
川
弘
文
館
）

（２
）
玉
田
芳
英
「漆
付
着
土
器
の
研
究
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会

編
『文
化
財
論
叢
』
Ⅱ
、　
一
九
九
五
年
、
同
朋
舎
出
版
）

（３
）
古
尾
谷
知
浩
「都
城
出
土
漆
紙
文
書
の
来
歴
」
翁
木
簡
研
究
Ｖ

一四
、
二
〇
〇
二
年
）

（４
）
玉
田
前
掲
註
２
論
文

（５
）
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
の
例
。
平
川
南
「律
令
制
と
東
回
」
翁
新
版
古
代
の
日
本
』
八
、
関
東
、　
一
九
九
二
年
、

角
川
書
店
）
を
参
照
。

（６
）
都
城
に
お
け
る
反
古
紙
を
含
む
紙
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
仲
洋
子
「写
経
用
紙
の
入
手
経
路
に
つ
い

て
」
翁
史
論
考
≡
二
、　
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。



（
一
）
左
京
三
条

一
坊
十
六
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
一≡
一次
調
査

６
Ａ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｋ
三
九
九
五
土
坑

し
て
も
各
片
が
直
接
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
も
と
の
大
き
さ
や
、
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
漆
容
器

の
形
態
な
ど
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
墨
痕
は
最
も
外
側
に
出
て
い
る
断
片
の
漆
付
着

面
に
四
行
残
り
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
確
認
で
き
る
。
行
間
は
約
二

。
一
側
、
字
の
大
き

さ
は
本
文
○

。
九

ｃｍ
、
双
行
部
○

・
六

側
四
方
。
整

っ
た
楷
書
体
で
書
か
れ
る
。
界
線
、
印
影

な
ど
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
裏
面
か
ら
観
察
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

内
容
は
、
人
名
の
下
に
年
齢
と
年
齢
区
分

（現
存
部
分
で
は
小
子
と
正
女
に
限
ら
れ
る
）
を
細

字
双
行
で
記
し
た
歴
名
で
あ
り
、
そ
の
下
に

「浮
浪
」
の
註
記
が
あ
る
も
の
も
み
え
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
す
る
と
計
帳
に
類
似
し
た
文
書
で
あ
ろ
う
。
整

っ
た
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

各
戸
か
ら
提
出
さ
れ
た
手
実
で
は
な
く
、
浄
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
行
目
と
三
行
日
で
は
、
人
名
の
右
傍
に
墨
点
が
そ
れ
ぞ
れ
ニ
カ
所
ず
つ
残
る
。
両
者
と
も

上
下
の
間
隔
は
約
二

。
一
Ｃｍ
で
あ
る
。
二
例
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
三
点
し
か
な
い
の
で
確
言
で
き

な
い
が
、
こ
の
間
隔
か
ら
考
え
て
画
指
で
あ
る
と
み
て
も
矛
盾
は
な
い
。
但
し
、
こ
れ
が
付
さ

れ
た
時
点
が
、
こ
の
計
帳
様
文
書
作
成
と
同
時
で
あ
る
か
、
後
に
何
ら
か
の
目
的
で
こ
の
歴
名

を
使
用
し
た
際
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
、
現
存
計
帳
類
に
は
同
様
の
画
指
の
例
は

な
い
。

正
倉
院
に
現
存
す
る
京
畿
内
の
計
帳
に
お
け
る
浮
浪
逃
亡
註
記
は
、
「逃
」
と
記
す
も
の
、

ズ
某
所
に
）
在
」
と
記
す
も
の
に
限
ら
れ
、
「浮
浪
」
と
記
す
も
の
は
本
資
料
が
初
め
て
見
つ

か
っ
た
例
と
な
る
。
そ
の
下
の

「和
」
の
次
の
文
字
は
、
金
偏
の
第
三
画
目
ま
で
が
残
る
の
で
、

「和
銅
」
と
な
り
、
浮
浪
認
定
年
次
の
註
記
で
あ
る
。

次
に
、
本
文
書
の
年
代
で
あ
る
が
、
浮
浪
逃
亡
者
の
計
帳
記
載
に
つ
い
て
は
、
戸
令
戸
逃
走

条
に
規
定
す
る
三
周
六
年
法
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
天
平
五
年

（七
三
こ

「右
京
計
帳
」
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
年
齢
を
手
が
か
り
と
す
る
と
、
数
え
年
九
歳
の

者
が
和
銅
年
間

（七
〇
人
～
七
一
五
）
に
浮
浪
と
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
書

の
内
容
上
の
年
代
は
、
和
銅
元
年
以
降
、
養
老
七
年

（七
壬
こ

以
前
と
な
る
。

一

（漆
付
着
面
）

ｘ□嶋
樽執
浮浪柾脚咆

ｘ□樽計

ｘ

□

安

女

酢

幻

ｘ

×

れ

十

ｘ

ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
６
６
Ｓ

本
文
書
は
漆
付
着
面
を
内
側
に
し
て
入
つ
折
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
で
破
壊
を
被

っ
て
い
る
。
現
状
で
は
縦
四

。
人

硼
、
横
四

・
Ｏ

ｃｍ
の
三
角
形
を
呈
し
て
い
る
が
、
仮
に
展
開



（二
）
平
城
宮
跡
東
南
隅
出
土
漆
紙
文
書

第
三
二
次
補
足
調
査
　
６
Ａ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｄ
四
一
〇
Ｏ
Ａ
溝

二

（オ
モ
テ
面
）

□
□

〔長
力
〕

□
□
呂
□

□
荒
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
鵞

縦
五
・
二
飩
、
横
九
・
五
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
認
め
ら
れ
、
三
行
残
存

し
て
い
る
。
二
行
日
の
左
に
界
線
状
の
縦
線
が
認
め
ら
れ
る
が
、
明
確
で
な
い
。

一工

（オ
モ
テ
面
）

〔番
力
〕

□
厘
長

現
状
で
縦
九

・
七

ｃｍ
、
横
五

字
は
オ
モ
テ
面
に
認
め
ら
れ
、　
一

３
一）
左
京
二
条
一

Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
溝

四

（オ
モ
テ
面
）

日

□

□
田
八
段

〔麻
力
〕

□
□
里
長
谷
部
赤
男
戸
百
廿
歩

日

□

□〔歩
力
〕

６
ヽ
６
【

二

甑
の
断
片
で
あ
る
が
、　
一
部
分
折
れ
曲
が

っ
て
い
る
。
文

行
残
存
し
て
い
る
。
界
線
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

縦
八

・
Ｏ

ｃｍ
、
横
四

。
人

硼
の
不
整
形
の
断
片
で
、
他
に
も
直
接
は
接
続
し
な
い
が
同

一
紙

と
み
ら
れ
る
断
片
が
あ
る
。
オ
モ
テ
面
に
四
行
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。
行
間
は
約
○

・
九

伽
、

字
の
大
き
さ
は
約
○

・
五
～
○

・
七

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
こ
の
他
、
横
界
状
の
墨
線
が
あ
る
こ
と
、

「丘
」
「桑
」
の
字
が
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
三
行
日
に
戸
主
名
の
下
に
田

積
を
記
載
す
る
。
戸
主
の
本
貫
と
思
わ
れ
る
地
名
表
記
に

「里
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文

書
は
郡
里
制
も
し
く
は
郡
郷
里
制
下
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
里
名
の
二
文
字
日
は
糸
偏
の

文
字
で
あ
る
。

一坊
六
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
六
人
次
調
査
　
６
Ａ
Ｌ
Ｇ

的
匈
『
６

25



五
ａ

（オ
モ
テ
面
）

□
□

〔廿
力
〕

□
□
□費
亀
二
年

日

□

五
ｂ

（漆
付
着
面
）

Ｘ
□

八
人
小
子

　

一
人
黄
□

尻葵賃
人人
異憂辮

□冒 大
著呂と  /Jヽ

拾   坊
卑
人

jlF
口
弐
拾
津
人

的
匈
噺
６

漆
付
着
面
を
内
側
に
二
つ
折
り
に
し
て
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
状
態
で
縦
九

・
八

ｃｍ
、
横

九

・
○

∽
を
測
る
。
展
開
す
る
と
直
径
約

一
人

ｃｍ
の
円
形
に
復
元
で
き
る
。
紙
継
目
は
な
い
。

オ
モ
テ
面
は
肉
眼
で
も
墨
痕
を
観
察
で
き
る
が
、
資
料
を
水
で
濡
ら
し
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
で
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
漆
付
着
面
の
文
字
も
確
認
で
き
る
。

オ
モ
テ
面

（五
こ

に
は
四
行
の
墨
書
が
あ
る
が
、
三
行
日
と
四
行
日
の
間
に
約
五
行
分
の

空
白
が
あ
る
。
行
間
は
約

一
。
九

側
、
字
の
大
き
さ
は
約
○

・
人

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線
な
ど

は
確
認
で
き
な
い
。
宝
亀
二
年

（七
七
こ

の
年
紀
が
あ
る
が
、
月
日
の
な
い
点
や
記
載
位
置

か
ら
す
る
と
、
文
書
作
成
年
そ
の
も
の
と
は
考
え
難
い
。

漆
付
着
面

（五
ｂ
）
に
は
人
行
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
行
間
は
約

一
・
五

ｃｍ
、
字
の
大
き
さ

は
約

一
・
二

硼
四
方
で
あ
る
。
縦
界
線
が
確
認
で
き
、
界
幅
は
約

一
・
五

ｃｍ
で
あ
る
。
内
容
は

左
京
ま
た
は
右
京
の
計
帳
で
、
あ
る
戸
の
冒
頭
の
統
計
記
載
で
あ
る
。
正
倉
院
に
現
存
す
る
計

帳
と
比
較
す
る
と
、　
一
行
日
か
ら
順
に
、
本
貫
、
戸
主
名
＋

「手
実
」
、
去
年
の
計
帳
の
回
数

合
計
、
帳
後
破
除
の
日
数
、
帳
後
新
附
の
回
数
、
今
年
の
計
帳
の
回
数
合
計
、
不
課
回
数
の
合

計
、
不
課
日
の
内
訳
と
い
っ
た
記
載
内
容
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
各
行
の
書
き
出
し
位
置
を
推
定

す
る
と
、
他
の
計
帳
と
合
わ
な
い
点
が
あ
り
、
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
「手
実
」
と
あ
る
が
、

本
貫
が

「同
坊
」
と
直
前
の
戸
を
う
け
た
記
載
で
あ
り
、
ま
た
直
前
に
紙
継
目
も
な
い
の
で
、

各
戸
か
ら
提
出
さ
れ
た
手
実
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
浄
書
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
本
計
帳
の
作
成
年
は
、
三
歳
以
下
の
年
齢
区
分
と
し
て

「黄
」
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
天
平
勝
宝
九
歳

（天
平
宝
字
元
年
、
七
五
七
）
の
養
老
令
施
行
以
降
で
あ
ろ
う
。
大
数
字
、

楷
書
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
界
線
を
有
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
五
ｂ
が

一
次
文
書
で

五
ａ
が
二
次
利
用
で
あ
ろ
う
。



６

Ａ

Ｈ

Ｊ

（四
）
左
京
八
条
三
坊
十
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
九
三
次
調
査

Ｓ
Ｄ
一
一
五
五
溝

六

（オ
モ
テ
面
）

□
□
□

□

□
□
水
猪
□

七

（オ
モ
テ
面
）

〔濃
力
〕

□
中

（五
）
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
出
土
漆
紙
文
書

第

一
三
一
上
二
一
次
調
査
　
６
Ａ
Ｆ
Ｆ

同
時
に
出
土
し
た
漆
容
器
蓋
紙
は
、
接
合
す
る
と

一
一
片
の
断
片
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
本
来

同

一
の
蓋
紙
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
相
互
の
位
置
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
墨
書
は
こ
の

う
ち
九
片
の
オ
モ
テ
面
に
計
二
〇
文
字
分
確
認
で
き
る
。
ま
と
ま
つ
た
墨
書
の
あ
る
二
片
に
つ

い
て
釈
文
を
掲
げ
た
。
六
は
、
縦
七

・
五

ｃｍ
、
横
六

。
二

Ｃｍ
、
七
は
、
縦
三

・
三

Ｃｍ
、
横

一
・

八

硼
を
測
る
。
六
に
つ
い
て
み
る
と
、
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
四

ｃｍ
四
方
、
行
間
は
約

一
。
九

ｃｍ
で
あ
る
。
界
線
、
印
影
、
漆
付
着
面
の
墨
痕
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。
漆
容
器
の
縁
辺
部
に

あ
た
る
円
弧
状
の
部
分
が
残

っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
直
径
を
推
定
す
る
と
、
約

一
五
～

一
人

ｃｍ

と
考
え
ら
れ
る
。

包
含
層

八

（オ
モ
テ
面
）

襲

鱒
　

　

　

　

口

日

日

□

〔進
力
〕

□
十

一
日
□
分
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巧
Ｒ

ヽ
き
和
噺
鱒

漆
の
パ
レ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
直
径

一
二

。
人

ｃｍ
の
漆
付
着
土
師
器
の
椀
Ａ

（平
城
宮
土
器
Ⅳ
）
に
付
着
し
て
い
る
。
紙
自
体
の
遺
存
状
況
は
極
め
て
悪
い
。
オ
モ
テ
面
に
わ

ず
か
に
文
字
が
確
認
で
き
た
。
比
較
的
残
り
の
良
い
部
分
で
観
察
す
る
と
、
字
の
大
き
さ
は
約

○

・
八

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線

・
印
影
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
漆
付
着
面
に
つ
い
て
は
水
で

濡
ら
す
な
ど
の
方
法
で
観
察
を
試
み
た
が
、
墨
痕
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。



（六
）
左
京
八
条

一
坊
六
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
三
ハ
Ｑ
粂
巻

６
Ａ
Ｈ
Ｌ

Ｓ
Ｂ
三
一
九
〇
掘
立
柱
建
物
柱
穴

九
ａ

（オ
モ
テ
面
）

日
Шｘ□

ｘ

×□
野
×

ｘ

酢

訳

ｘ千
樺
面

ｘ
樺
計

四

一
〔十
力
〕

一
□一

十

一
□一

十
一

ｘ□
女
樽
以

一
□

×

柱

針

一

一

ｘ連
□
□
女
□ｘ咽

口
田
．印
Ⅳ
糸
依
女
樽
以

口
□
ｘ
ｘ連

ｘ
ｘ女
樽
姑

口□
策多麻呂樽執

ｘ
田
部
連
□

ｘ

九
ｂ
１
１

（漆
付
着
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２８

□
売
年
□

□
比
売
年

九
ｂ
１
２

（漆
付
着
面
）

〔五
カ
〕

□
□
□
月
十
六
日
□□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｎ

本
文
書
は
曲
物
に
入
っ
た
生
漆
の
波
面
に
付
着
し
た
状
態
で
出
土
し
た
。
曲
物
の
木
質
部
分

は
腐
食
に
よ
り
失
わ
れ
て
お
り
、
漆
塊
が
曲
物
に
入
っ
た
形
の
ま
ま
固
化
し
て
残

っ
て
い
る
状

態
で
あ
る
。
曲
物
底
板
に
相
当
す
る
部
分
の
最
大
径

（本
来
の
曲
物
の
内
径
に
あ
た
る
）
は

一

人

・
Ｏ

ｃｍ
、
側
板
内
面
に
付
着
し
た
漆
は
全
周
に
残
り
、
現
存
す
る
高
さ
は
最
大
五

・
五

ｃｍ
で

あ
る
。
蓋
紙
は
本
来
漆
液
表
面
の
全
面
に
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
漆
が
完
全
に

固
化
す
る
前
に

一
部
分
が
破
れ
、
漆
が
上
面
に
あ
ふ
れ
出
し
て
回
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

文
字
が
確
認
で
き
る
部
分
は
限
ら
れ
て
い
る
。

文
字
は
オ
モ
テ
面
と
漆
付
着
面
の
両
面
に
残
る
。
オ
モ
テ
面

（九
こ

は
、
二
段
に
わ
た
り

歴
名
記
載
が
あ
り
、
名
前
の
下
に
漑
行
で
年
齢
、
年
齢
区
分
を
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
数
字

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。　
一
一
行
確
認
し
た
が
、　
一
行
日
と
二
行
日
の
間
に

一
行
分
文
字
の
見

え
な
い
部
分
が
あ
る
。
段
間
は
約
四

硼
、
行
間
は
約

一
・
六

ｃｍ
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
本

文
約
○

・
八

ｃｍ
四
方
、
双
行
部
約
○

・
五

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な

お
、
残
存
部
の
最
下
部
に
も
合
計
五
文
字
分
程
度
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
字
配
り
を
確
定



で
き
な
い
の
で
釈
文
表
記
で
は
省
略
し
た
。

漆
付
着
面

（九
ｂ
）
は
、
九
ｂ
１
１

・
２
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
漆
塊
に
接
続
す
る

が
、
互
い
に
離
れ
て
お
り
、
位
置
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
三
分
し
て
釈
文

を
提
示
し
た
。
文
字
の
大
き
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
紙
が
し
わ
に
な
っ
た
部
分
に
あ
る
た
め
、

計
測
は
困
難
で
あ
る
。
九
ｂ
１
１
は
、
人
名
を
列
記
し
、
年
齢
を
記
し
た
も
の
で
、
九

ａ
と
類

似
す
る
が
、
女
性
名
の

「
メ
」
の
表
記
が
異
な
る
。
な
お
、
九
ｂ
１
２
に
つ
い
て
は
、
実
体
顕

微
鏡
に
よ
る
観
察
の
結
果
、
当
該
部
分
に
紙
の
繊
維
の
付
着
が
な
か
っ
た
た
め
、
『年
報

一
九
九

人
Ｉ
Ｉ
』
含

九
九
八
年
）
で
は
曲
物
側
板
の
墨
書
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
再
度
観
察
し
た

と
こ
ろ
、
紙
が
な
い
と
し
て
も
、
本
質
部
分
自
体
も
残

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
も
と

も
と
紙
に
書
か
れ
て
い
た
墨
書
が
、
紙
の
繊
維
が
失
わ
れ
て
も
漆
の
中
に
浮
い
た
状
態
で
固
ま

り
、
残

っ
た
も
の
と
判
断
し
た
方
が
良
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
、
漆
紙
文
書
と
し
て
報

告
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
九
ｂ
は
漆
塊
の
側
板
に
相
当
す
る
部
分
に
あ
た
り
、
写
真
撮
影

は
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
図
版
に
は
漆
塊
か
ら
分
離
し
た
断
片
の
写
真
の
み
掲
載
し
た
。

（七
）
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪
出
土
漆
紙
文
書

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
調
査
　
６
Ａ
Ｉ
Ｉ

Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
土
坑

一
〇

（漆
付
着
面
）

戸
主

Ｏ
Ｎ

一
〇
～

一
四
、　
三
ハ
～
三
人
は
、
人
名
、
年
齢
、
年
齢
区
分
な
ど
の
記
載
に
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
、
籍
帳
類
の

一
部
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
紙
背
の
墨
書
の
有

無
、
付
着
し
た
漆
の
状
態
の
違
い
、
紙
の
重
な
り
の
有
無
な
ど
か
ら
、
全
て
が
同

一
の
漆
蓋
紙

に
由
来
す
る
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
が
、
同

一
の
蓋
紙
で
も
部
分
に
よ
り
状
態
が
違
う
こ
と

は
あ
り
得
る
し
、
同

一
文
書
が
切
り
分
け
ら
れ
て
異
な
る
漆
容
器
の
蓋
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
同

一
個
体
を
識
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
内
容
上
関
係

が
想
定
で
き
る
も
の
を
類
衆
し
た
。

一
〇
は
、
縦
二

・
一
伽
、
横
二

・
四

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
書
か
れ
て
お

り
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
○

・
六

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
戸

主
の
人
名
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
は
中
地
区
０
に
位
置
す
る
が
、
小
地
区
に
つ
い
て
は
、
南
北
は
Ｋ
～
０
、

東
西
は
４４
～
４５
に
及
ぶ
。
個
々
の
文
書
の
出
土
地
点
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

Ｚ
と
し
た
。
ま
た
、　
一
一
～
五

一
に
つ
い
て
も
同
様
の
た
め
、
中

・
小
地
区
記
載
を
省
略
し
た
。



一
一
（オ
モ
テ
面
）

□
□
□

□
部
石
村
戸
□

メ財
女
□

□
□

縦
七

・
Ｏ

ｗ
、
横
七

・
八

硼
の
断
片
で
あ
る
。

い
た
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
四
行
確
認
で
き
る
。

工

飩
四
方
で
あ
る
。
人
名
を
列
記
し
て
い
る
。

〓
一
ａ

（オ
モ
テ
面
）

□
富
売

足
売

一
二
ｂ

（漆
付
着
面
）

二
□
□
□

縦
二
・
三
硼
、
横
三

・
三
飢
の
断
片
で
あ
る
。 オ

モ
テ
面
を
内
側
に
し
て
二
つ
折
り
さ
れ
て

行
間
は
二
・
六

ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は

一
・

文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

全

二
ａ
）
に
は
、
二
行
確
認
で
き
る
。
令
間

一
・
八
ｈ
〔
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
一
側
で
あ
る
。

人
名
を
列
記
し
て
い
る
。
漆
付
着
面

（
一
一一ｂ
）
は
二
行
確
認
で
き
る
が
、
完
存
せ
ず
（
計
測

は
不
可
能
で
あ
る
。

〓
二
ａ

（オ
モ
テ
面
）

□
塩
麻
ｘ

一
三
ｂ

（漆
付
着
面
）

日
□
□

縦
二
・
三
ｃｍ
、
横
二
・
二
伽
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

全
二
ａ
）
に
は
、　
一
行
確
．認
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
一
硼
四
方
で
あ
る
。
男
性
の
名

前
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
漆
付
着
面

（
〓
二
ｂ
）
は
二
行
確
認
で
き
る
が
、
大
き
さ
な
ど
の
計
測

は
不
可
能
で
あ
る
。

一
四
ａ

（オ
モ
テ
面
）

メ
廣
富
年
ｘ



一
四
ｂ

（漆
付
着
面
）

〔
一　
カ
〕

□
□

縦
四
・
一
Ｃｍ
、
横
三
・
七
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（
一
四
こ
、
漆
付
着
面

（
一
四
ｂ
）
と
も
に
一
行
あ
る
が
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不

可
能
で
あ
る
。
オ
モ
テ
面
に
は
別
の
紙
片

（
一
五
）
が
付
着
し
て
い
る
。

一
五

（漆
付
着
面
）

□
□

一
四

ａ
と
オ
モ
テ
面
ど
う
し
で
密
着
し
た
断
片
。
二
文
字
確
認
で
き
る
が
判
読
で
き
な
い
。

一
四
ｂ
と

一
連
の
も
の
か
。

一
六

（オ
モ
テ
面
）

歳

縦
二
・
八
ｃｍ
、
横
二
。
三
硼
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
一
文
字
確
認
で
き
る
。

文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。
年
齢
記
載
に
関
係
す
る
か
。

一
七

ａ

（漆
付
着
面
）

□
歳

一
七
ｂ

（オ
モ
テ
面
）

縦
三

・
二

Ｃｍ
、
横
三

・
三

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
漆
付
着
面

全

七
ａ
）
は
、
二
行
あ
る
が
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。
年
齢
記
載
に

関
係
す
る
か
。
オ
モ
テ
面

（
一
七
ｂ
）
は
二
行
あ
る
が
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不
可

能
で
あ
る
。

一
八

（漆
付
着
面
）

壱
拾
□

縦
三

・
三

ｃｍ
、
横
三

・
八

側
の
断
片
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
文
字
の
大

き
さ
は

一
・
三

硼
四
方
で
あ
る
が
、
行
間
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。　
一
行
日
の
左
に
縦
の
墨

界
線
が
確
認
で
き
る
。
大
数
字
だ
け
な
の
で
確
言
で
き
な
い
が
、
書
体
の
共
通
性
、
界
線
の
共

通
性
な
ど
か
ら
考
え
て
、
籍
帳
類
の

一
部
で
あ
り
、
年
齢
記
載
に
相
当
す
る
と
推
定
で
き
る
。

□ □
□



一
九

（漆
付
着
面
）

壱
拾
陸
□

縦
三

・
八
ｃｍ
、
横

一
・
四
処
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
一
行
確
認
で
き
る
。
文

字
の
大
き
さ
は

一
‘
一
硼
四
方
で
あ
る
。
筆
跡
が

一
人
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
同
じ
文
書
の

同
種
の
記
載
で
あ
ろ
う
。

三
〇

ａ

（漆
付
着
面
）

□
参
拾
□
□

三
〇
ｂ

（オ
モ
テ
面
。

ａ
と
天
地
逆
）

□
□
七

縦
三
・
七
側
、
横
三
・
二
飢
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
漆
付
着
面

全
一〇
ａ
）
は
二
行
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
Ｏ
Ｃｍ
一四
方
、
行
間
は
一
。
一
卿
で
あ
る
。
大

数
字
を
記
す
。
オ
モ
テ
面

（一一〇
ｂ
）
は
一
行
あ
る
が
、
文
字
の
天
地
は
二
〇
ａ
と
逆
で
あ
る
。

二
一
（漆
付
着
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

津
□
玖

□
渫

二
重
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
縦
二
。
九
ｃｍ
、
横
六

・
六
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆

付
着
面
に
三
行
確
認
で
き
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間
二
・
Ｏ
Ｃｍ
、
文
字

の
大
き
さ
は
一
・
Ｏ

硼
四
方
で
あ
る
。
各
行
に
大
数
字
を
記
す
。

三
二

（オ
モ
テ
面
）

×
五

女
十

一

縦
四
・
○
伽
、
横
四
。
Ｏ
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
二

行
は
二
本
の
縦
界
線
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
の
で
、
細
字
双
行
部
分
と
判
断
で
き
る
。
界
幅
は

一
・
人
ｍ
で
あ
る
。
各
行
末
の
文
字
の
下
に
は
横
界
線
も
確
認
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は

Ｏ

。
九

卿
四
方
で
あ
る
が
、
行
間
は
計
測
で
き
な
い
。
内
容
は
、
男
女
の
人
数
の
統
計
に
関
す

る
記
載
か
。



一
〓
二
ａ

（オ
モ
テ
面
）

二
三
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
百
□□

縦
三
・
六
側
、
横
一
。
九
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

全
百
一
ａ
）
に
は
二
文
字
確
認
で
き
る
が
、
位
置
関
係
か
ら
し
て

「女
」
の
字
は
細
字
右
寄
せ
部

分
で
あ
ろ
う
。
「女
」
の
字
の
大
き
さ
は
○
・
九
�
四
方
で
あ
る
。
行
の
右
に
縦
界
線
、
「女
」

の
字
の
下
に
渡
界
線
が
み
え
る
。
漆
付
着
面

（二
三
ｂ
）
に
は
二
行
墨
痕
が
あ
り
、
数
字
を
記

し
て
い
る
。

こ
四

（オ
モ
テ
面
）

ｘ子
小
子

二
五

（オ
モ
テ
面
）

□
子

縦
一
・
五
飢
、
横
一
・
七
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
一
行
確
認
で
き
る
。
文

字
の
左
に
縦
界
線
が
み
え
る
。
文
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
こ
れ
も
年
齢
区
分
の

記
載
か
。

一
三
＾
ａ

（オ
モ
テ
面
）

婢

二
六
ｂ

（漆
付
着
面
）

□

縦

一
・
七
側
、
横
一
・
五
硼
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（二
六
ａ
）
に
は
一
文
字
確
認
で
き
る
。
字
の
大
き
さ
は
○
。
九
ｃｍ
四
方
で
あ
る
。．
こ
れ
も
籍

帳
類
の
記
載
で
あ
ろ
う
。
漆
付
着
面

（二
六
ｂ
）
は
一
文
字
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

縦
四

間
は

一

七  一
cm cm

横
三
・
一
伽
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
一面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
行

文
字
の
大
き
さ
は
０
，
九
ｍ
四
方
で
あ
る
。
内
容
は
年
齢
区
分
を
示
す
。



三
七

（漆
付
着
面
）

□
戸

縦
二

。
九

伽
、
横
三

・
二

Ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
宇
は
漆
付
着
面
に

一
行
確
認
で
き
る
。
文

字
の
左
右
に
縦
界
線
が
わ
ず
か
に
み
え
る
。
界
幅
は

一
・
六

釦
。
文
字
の
大
き
さ
は
Ｏ

。
九

伽

四
方
で
あ
る
。

二
人

（オ
モ
テ
面
）

弐
人
□

縦
二

・
三

Ｃｍ
、
横
二

・
Ｏ

Ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に

一
行
確
認
で
き
、
行
末

の
文
字
は
右
に
寄
せ
て
い
る
。
字
の
大
き
さ
は

一
。
Ｏ

Ｃｍ
四
方
で
あ
る
。

二
九

（漆
付
着
面
）

ｘ伯
陸
拾
玖
餅

×□
参
升
穎
稲
卑
□
ｘ

縦
八

・
二

Ｃｍ
、
横
四

・
七

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
墨
痕
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
、
オ
モ

テ
面
す
な
わ
ち
漆
の
付
着
し
て
い
な
い
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間
二

。
四

ｃｍ
、
字

の
大
き
さ
は

一
。
二
釦
四
方
で
あ
る
。
品
目
や
数
字
、
単
位
が
釈
読
で
き
、
稲
穀
と
穎
稲
の
数

量
を
追
い
込
み
で
書
い
て
い
る
。
同
様
の
記
載
形
式
の
例
は
、
正
倉
院
文
書
正
集

一
〇
、
天
平
　
　
　
３４

二
年

（七
三
〇
）
大
倭
国
大
税
帳

（『大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
巻
一
、
三
九
六
頁
～
四
一
三
頁
）

な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
二
行
日
の
第

一
字
目
は

「斗
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
最
末
尾
の

文
字
は

「束
」
に
は
な
ら
な
い
。
三
〇
と
漆
付
着
面
ど
う
し
で
密
着
す
る
。

三
〇

（漆
付
着
面
）

□
□

□
上

一

上
十
三

縦
三
・
八
ｃｍ
、
横
六
。
四
硼
の
断
片
で
あ
る
が
、
二
九
の
漆
付
着
面
に
密
着
し
て
い
る
。
墨

痕
は
漆
付
着
面
に
三
行
確
認
で
き
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間
一
・
一
Ｃｍ
、

字
の
大
き
さ
は
○
・
五
伽
四
方
で
あ
る
。
字
の
大
き
さ
か
ら
み
て
、
帳
簿
な
ど
の
細
学
部
分
に

あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。

〓
一
一
ａ

（オ
モ
テ
面
）

稲
十
東



三

一
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
□
習

□
□
□

二
重
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
縦
四
・
二
∽
、
横
六

・
五
側
の
断
片
で
あ
る
。
墨
痕
は
両

面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（三
一
こ

に
は
一
行
あ
り
、
字
の
大
き
さ
は
一
‘
三
側
口
方

で
あ
る
。
稲
の
数
量
を
記
す
。
漆
付
着
面

（二
一
ｂ
）
は
二
行
あ
り
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字

で
観
察
で
き
る
が
、
不
明
瞭
で
、
字
の
大
き
さ
、
行
間
な
ど
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。

三
二

（漆
付
着
面
）

郡
司

一縦
三
・
三
飢
、
横
二
・
○
甑
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
一
行
確
認
で
き
る
。

「郡
」
の
上
に
か
す
か
に
横
界
線
が
み
え
る
。
字
の
大
き
さ
は
Ｏ
・
入
釦
四
方
で
あ
る
。

三
三
ａ

（漆
付
着
面
）

□
□
□
奉
塩

三
二
ｂ

（オ
モ
テ
面
）

□

□
臣
□
□

縦
四
‥
七
ｍ
、
横
五
。
一
甑
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
漆
付
着
面

（三
二
ａ
）
に
は
二
行
あ
る
が
、
完
存
し
な
い
た
め
、
行
間
、
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き

な
い
。
オ
モ
テ
面

（三
三
ｂ
）
に
は
三
行
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
・
五
ｃｍ
四
方
で
あ
る
が
、

行
間
は
計
測
で
き
な
い
。

三
四

（オ
モ
テ
面
）

□寮
□〔牒
力
〕

縦
二

・
三

ｍ
、
横
二

・
七

飩
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
が
、

完
存
し
な
い
た
め
、
行
間
、
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
某
寮
発
給
の
牒
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
が
、
前
に

一
行
あ
る
の
で
冒
頭
の
記
載
で
は
な
い
。



二
五

（漆
付
着
面
）

×
呂
申

□
状

縦
三

・
Ｏ

ｃｍ
、
横
六

。
一
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
、
オ
モ

テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は

一
。
一
Ｃｍ
四
方
、
行
間
は
二

・
Ｏ

Ｃｍ
で

あ
る
。
書
状
の

一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
三
五
の
漆
付
着
面
が
三
六
の
オ
モ
テ
面
に
密
着

し
て
い
る
。

三
六

（オ
モ
テ
面
）

□

縦
五

・
七

ｃｍ
、
横
六

・
Ｏ

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
二
五
と
密
着
し
て
い
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面

か
ら

一
文
字
確
認
で
き
る
が
、
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。

三
七

（オ
モ
テ
面
）

せ
仔
士
口

□
淳
小

縦
二

・
六

ｃｍ
、
横
三

・
五

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。

字
の
大
き
さ
は
○

・
九

ｃｍ
四
方
、
行
間
は

一
・
六

ｃｍ
で
あ
る
。

三
人

（オ
モ
テ
面
）

ｘ□
周
□
ｘ

〔行
力
〕

ｘ正
覚
明
□
ｘ

〔天

人
力
〕

ｘ道
法
御
□
□
師
号
仏
×

祭
宛
力

Ж

門
中
力

〕
〔
士
心
力

〕

ｘ世
天
□
□
□
菱
□
梵
□
従
人
ｘ

〔遊
力
〕

自
□
□
作
證
　
　
□
彼
説
法
初
妙
ｘ

〔義
力
〕　
　
　
　
〔足
力
〕

妙
□
□
□
□
具
□
□
浄
顕
□
□
×

〔狸
力
〕

□
□
　
　
□
曇
□
×

漆
付
着
面
を
内
側
に
し
て
二
つ
折
り
に
さ
れ
た
状
態
で
、
大
き
く
三
断
片
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
接
続
、
展
開
す
る
と
縦
二

一
・
二

Ｃｍ
、
横

一
四

・
四

ｃｍ
の
断
片
と
な
る
。
復
元
直
径
は
約

二

一
・
五

ｃｍ
で
あ
る
。
非
常
に
薄
く
、
紙
の
遺
存
状
態
は
良
く
な
い
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
七

行
確
認
で
き
、
行
間
は

一
。
九

ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は

一
。
三

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線
は
確
認

で
き
な
い
。
内
容
は
、
二
行
日
か
ら
六
行
目
ま
で
は

『中
阿
含
経
』
巻
第
五
十
二
の
一
部
で
あ

る
。
欠
損
部
分
を
復
元
す
る
と
後
掲
の
よ
う
に
な
り
、
改
行
箇
所
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
も
の

の
、　
一
行
あ
た
り

一
七
文
字
で
割
り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
復
元
に
よ



れ
ば
、　
一
行
日
と
七
行
日
は
文
字
が
経
文
と
合
致
し
な
い
。　
一
行
日
は
当
該
巻
題
目
の

「中
阿

含
経
巻
第
二
十
二
人
品
周
那
経
第
五
」
の

「周
」
に
、
七
行
目
は
訳
者
名
記
載
の

「東
晋
局
賓

三
蔵
程
曇
僧
伽
提
婆
訳
」
の

「窪
曇
」
に
あ
た
る
か
。
但
し
、
書
写
部
分
は

「大
品
周
那
経
第

五
」
で
は
な
く
、
同
じ
巻
第
五
十
二
に
含
ま
れ
る

「大
品
調
御
地
経
第
七
」
の
部
分
で
あ
る
。

従
っ
て
、
経
典
の
内
容
を
理
解
し
た
上
で
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
は
な
く
、
巻
の
冒
頭
の
題
日
、

訳
者
名
と
経
典
内
の
五
行
を
適
当
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
写
経
生
の
試
字
の
類
か
。
但

し
、
試
字
だ
と
す
る
と
あ
ま
り
長
く
は
な
ら
ず
、　
一
紙
で
完
結
す
る
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
土
坑

か
ら
伴
出
し
た
他
の
文
書
は
巻
子
装
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
反
古
紙
が
大
量

に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
試
字
が

一
紙
の

状
態
で
供
給
さ
れ
た
と
み
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
何
枚
か
貼
り
継
が
れ
た
状
態
で
調
達
さ
れ

た
か
。

経

文

の
復

元

存

線
部
は
釈
読
で
き
る
文
ｇ

中
阿
含
経
巻
第
五
十
二
大
品
周
那
経
第
五

時
如
来
出
世
無
所
著
等
正
覚
明
行
成
為
善
逝

世
間
解
無
上
士
道
法
御
天
人
師
号
仏
衆
祐
彼

於
此
世
天
及
魔
梵
沙
門
梵
志
従
人
至
天
自
知

自
覚
自
作
證
成
就
遊
彼
説
法
初
妙
中
妙
党
亦

妙
有
義
有
文
具
足
清
浄
顕
現
梵
行
彼
所
説
法

東
晋
局
賓
三
蔵
狸
曇
僧
伽
提
婆
訳

（但
し
、
各
行
の
始
ま
り
の
文
字
は
確
定
で
き
な
い
。）

二
九

ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ
□
ｘ

ｘ廃
業

×

ｘ
□
□
ｘ

二
九
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
□
□
□
□

縦
三
・
三
ｃｍ
、
横
三
。
人
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
あ
る
。
オ
モ
テ
面

（一一一九
こ

に
は
三
行
あ
り
、
行
間
は
二
・
Ｏ
Ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
Ｏ
Ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
但
し
、
三

行
日
は
完
存
し
な
い
の
で
計
測
で
き
な
い
が
、
大
ぶ
り
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
漆
付
着
面

省
一九
ｂ
）
に
は
二
行
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
な
お
、
三
九

ａ
～
四
二
ａ
は

一
連
の
断
簡
で
、

『論
語
』
学
而
篇
、
何
晏
集
解
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
界
線
は
確
認
で
き
な
い
。

四
〇

ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ

ｘ

□

糾

闘

隅

ｘ

ｘ

ｘ
ｘ
□

□
ｘ



四
〇
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
□

□

□
□
□

縦
三
・
八
伽
、
横
四
・
三
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四
〇
ａ
）
に
は
三
行
あ
り
、
行
間
は
一
・
五
ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
一
Ｃｍ
四
方
で
あ
る
。

三
行
日
の
二
文
字
目
は
大
ぶ
り
の
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
漆
付
着
面

（四
〇
ｂ
）
に
は
二
行
あ

る
が
、
墨
痕
が
明
瞭
で
は
な
く
、
行
間
、
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。

四

一
ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ
□
×
ｘ
□
□
×

ｘ
不
知
君
子
不
ｘ

ｘ
□
□
ｘ

四

一
ｂ

（漆
付
着
面
）

〔大
〓
ユ
カ
〕

□
□
小
豆

縦
四

・
六

ｃｍ
、
横
三

・
三

側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四

ａ
）
に
は
三
行
確
認
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
○

・
八

ｃｍ
四
方
で
あ
る
が
、
行
間
は
計
測
で

き
な
い
。
漆
付
着
面

（四
一
ｂ
）

四
二
ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ
□
□

ｘ
□
也

に
は

一
行
確
認
で
き
る
が
、
大
き
さ
の
計
測
は
困
難
で
あ
る
。

四
三
ｂ

（漆
付
着
面
）

口

□

縦
二

。
四

ｃｍ
、
横
二

・
五

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四
一一
ａ
）
に
は
二
行
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
は
○

。
人

側
四
方
で
あ
る
。
行
間
は
計
測
で
き
な

い
。
二
行
日
の

一
字
目
の
部
首
は
シ
タ
ゴ
コ
ロ
で
あ
る
。
「也
」
の
下
に
は
紙
が
残
る
が
墨
痕

は
な
い
。
漆
付
着
面

（四
二
ｂ
）
に
は

一
行
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
九

ａ
～
四
二
ａ
は

『論
語
』
学
而
篇
、
何
晏
集
解
の
一
部
で
あ
り
、

復
元
す
る
と
後
掲
の
よ
う
に
な
る
。
断
簡
を
文
字
に
従

っ
て
配
置
す
る
と
、
Ｐ
Ｌ
ｌ８
及
び
第
１８

図
の
よ
う
に
な
り
、
直
径
約
八

ｃｍ
の
円
形
で
、
中
心
部
分
が
欠
け
た
形
と
な
る
。

三
九

ａ
の

一
行
日
は
細
字
訊
行
部
で

「学
」
に
あ
た
り
、
三
行
日
の
二
文
字
は
本
文
の
文
字

で

「楽
子
」
に
あ
た
る
。

四
〇

ａ
の

一
。
二
行
日
は
細
字
双
行
部
分
、
三
行
目
の
一
字
目
は
細
字
双
行
部
分
で

「同
」
、

二
文
字
日
は
本
文
の
文
字
で

「人
」
に
あ
た
る
。
な
お
、
通
行
の
写
本
で
は

「説
」
で
あ
る
文

字
が

「悦
」
と
な
っ
て
い
る
。



四

一
ａ
の
一
。
二
行
日
は
細
字
双
行
部
で
、　
一
行
日
の
文
字
は

「怒
」
及
び

「人
有
」
に
あ

た
る
。
三
行
日
は
学
而
篇
の
第
二
条
に
あ
た
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
残
画
が
わ
ず
か
で
あ
り
、

ど
の
文
字
に
あ
た
る
か
は
判
断
で
き
な
い
。

四
三
ａ
の
二
行
日
第

一
字
は
、
『論
語
』
何
晏
集
解
の
該
当
部
分
周
辺
に
お
い
て
シ
タ
ゴ
コ

ロ
の
部
首
を
も
つ
文
字
を
探
す
と

「怒
」
に
あ
た
る
が
、
断
片
の
形
状
か
ら
考
え
て
、
四

一
ａ

の
一
行
日
の

「怒
」
と
は
同

一
文
字
で
は
な
い
。
従

っ
て
、
当
該
条
末
尾
の

「君
子
不
怒
」
の

「怒
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
通
行
の
写
本
で
は
そ
の
次
に

「也
」
は
な
い
。
や
や
疑

問
は
残
る
も
の
の
、
四
三
ａ
で

「也
」
の
直
後
に
文
字
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
文
末
に
あ

た
る
と
考
え
て
よ
く
、
「君
子
不
怒
也
」
と
あ
る
う
ち
の
末
尾
二
字
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、　
一
行
日
は

「有
所
」
に
あ
た
り
、
残
画
は
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
。
な
お
、

こ
の

「有
」
字
は
四

一
ａ
の

「有
」
字
と
同
じ
文
字
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の

『論
語
』
何
晏
集
解
断
簡
は
、
四

一
ａ
に
第
三
行
日
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、　
一
条

日
の
み
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
漆
付
着
面
の
方
が
乱
雑
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
オ
モ
テ
面
の

『論
語
』
何
晏
集
解
の
方
が

一
次
利
用
面
で
あ

つ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

た
だ
、
こ
れ
が
反
古
紙
と
な
っ
た
経
緯
に
は
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
あ
る
。
『論
語
』
何
晏

集
解
は
本
来
完
全
な
写
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
そ
れ
が
不
要
に
な

っ
て
紙
背
を
利
用
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
仮
に

一
部

分
だ
け
の
抜
き
書
き
だ
と
す
る
と
、
短
い
紙
が
単
独
で
漆
工
房
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
全
文
を
丁
寧
に
書
写
し
た
習
書
で
、
完
成
後
に
不
要
と
な
り
、

紙
背
が
利
用
さ
れ
た
と
み
る
の
も

一
条
で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。

『論
語
』
学
而
第

一
何
晏
集
解
の
復
元

（実
線
は
釈
読
で
き
る
文
字
、
点
線
は
残
画
に
矛

盾
が
な
い
文
字
）

子
日
学
而
時
習
之
不
亦
悦
子
藝
郷
爵
構
翻

識野蜘唖抑麟贈諧
貼
脚
切
有
朋
自
遠
方
来

不
亦
慕
羽
陶
聞
脚
尺
不
知
而
不
儡
不
亦

君
子
子
融
抑
穀
鮪岬

翁
論
語
注
疏
』
禽
十
三
経
注
琉
』
所
収
〉
に
よ
る
。
但
し

「説
」
は

「悦
」
に
改
め
、
末
尾

「君
子
不
怒
」
の
下
に

「也
」
を
加
え
た
。）



子
日
学
而
時
習
之
不
亦
悦
子

孔
子
也
王
国
時
者

学
者

Ｈ

誦
習
以
時
学
熱
鮎
駆
▼

所

不

亦

包日
Ｊ
日
―

阻
怒
也
凡
よ

丑
徊
ヱ
Ｊ
ｆ
丁
私
丸
ぎ
∴
‘イ

F…

馬

口
子
者
男

子
之
通
称
謂

不
知
而
不
阻
不
亦
韓
可喜

田
勢嗣図洋男

2口

同



四
三

（漆
付
着
面
）

□
時
時
□

□
歎
歎

□
□

縦
六

。
二

硼
、
横
五

・
三

側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
三
行
残
る
。
漆
付
着
面

か
ら
は

一
部
の
文
字
し
か
観
察
で
き
な
い
が
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間

一
・
四

硼
、
字
の
大
き
さ
は

一
。
三

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
各
行
ご
と
に
同
じ
字
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
習
書
と
み
ら
れ
る
。

四
四

（漆
付
着
面
）

□
□
□

得
得
得
□

□
傷
傷
□

□
□
□

二
重
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
が
、
展
開
す
る
と
縦
七

・
七

ｃｍ
、
横
五

。
人

ｃｍ

の
逆
三
角
形
の
断
片
と
な
る
。
墨
痕
は
漆
付
着
面
に
四
行
確
認
で
き
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字

で
観
察
で
き
る
。
行
間

一
・
六

ｃｍ
、
字
の
大
き
さ
は

一
・
六

側
四
方
。
各
行
ご
と
に
同
じ
字
を

連
ね
た
習
書
で
あ
ろ
う
。　
一
行
日
の
字
の
偏
は

「耳
」
、
四
行
日
の
字
の
寿
は

「頁
」
で
あ
る
。

四
五

ａ

（オ
モ
テ
面
）

四
五
ｂ

（漆
付
着
面
）

□

縦

一
・
六

ｃｍ
、
横

一
・
二

Ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四
五
ａ
）
に
は
三
行
あ
る
が
、
完
存
せ
ず
、
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
で
き
な
い
。
「得
」

の
字
の
筆
跡
が
四
六

・
四
七
と
似
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
同
様
の
習
書
で
あ
ろ
う
。
漆
付
着

面

（四
五
ｂ
）
に
は

一
文
字
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

四
六

（オ
モ
テ
面
）

〔得
力
〕

得
□

□
為□

□ 得 □



漆
付
着
面
ど
う
し
で
二
枚
密
着
し
た
断
片
の
う
ち
の

一
枚
。
縦
二

・
六

ｃｍ
、
横
二

。
二

側
の

断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
三
行
確
認
で
き
る
が
、
完
存
せ
ず
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど

は
計
測
で
き
な
い
。
習
書
の

一
部
か
。
な
お
、
も
う

一
方
の
断
片
に
は
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
。

四
七

（オ
モ
テ
面
）

〔得
力
〕

□□
□

漆
付
着
面
ど
う
し
で
二
枚
密
着
し
た
断
片
の
う
ち
の

一
枚
。
縦
二

・
○

伽
、
横

一
・
九

ｃｍ
の

断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
が
、
完
存
せ
ず
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど

の
計
測
は
で
き
な
い
。
こ
れ
も
習
書
か
。
な
お
、
も
う

一
方
の
断
片
に
は
墨
痕
は
確
認
で
き
な

い
。四

人

（オ
モ
テ
面
）

□
日
□□
□

縦
二
・
三
ｃｍ
、
横
一
・
六
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。

字
の
大
き
さ
は
○
・
六
ｃｍ
四
方
で
、
行
間
は
計
測
で
き
な
い
。

四
九

（オ
モ
テ
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４２

五
□

縦
一
。
人
ｃｍ
、
横
二
・
○
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
文
字
確
認
で
き
る
。

大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
五
〇
と
漆
付
着
面
ど
う
し
で
密
着
す
る
。

五
〇

（オ
モ
テ
面
）

□

縦

一
・
人

ｃｍ
、
横
二

・
○

硼
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に

一
文
字
確
認
で
き
る
。

大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
四
九
と
漆
付
着
面
ど
う
し
で
密
着
す
る
。

五

一

（漆
付
着
面
）

□
□
六
百

オ
モ
テ
面
ど
う
し
で
二
枚
密
着
し
た
断
片
の
う
ち
の
一
枚
。
縦
五
・
一
Ｃｍ
、
横
五
。
二
Ｃｍ
の

断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
な

お
、
も
う
一
方
の
断
片
に
は
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
。



（八
▼
左
京
二
条
二
坊
五
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
一

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
濠
状
遺
構

一五
二

（オ
モ
テ
面
）

□
]目E

縦
六
。
九
卿
、
横
八
・
五
蝕
の
断
片
で
、
二
片
に
分
か
れ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
一面
に
確
認
で

き
る
。
文
字
の
上
部
に
横
界
線
と
み
ら
れ
な
曇
線
が
三
本
、
文
字
よ
り
や
や
左
に
離
れ
て
縦
界

線
が
一
本
確
認
で
き
る
。
横
界
線
の
間
隔
は
一
。
一
Ｃｍ
で
あ
る
。
本
文
書
は
、
文
字
は
ほ
と
ん

ど
み
え
な
い
も
の
の
、
界
線
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
本
来
は
整
つ
た
文
書
、
帳
簿
類
で
あ
つ

・た
こ
と
．が
推
定
で
き
ち
。
空
白
部
が
多
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
典
籍
で
は
あ
る
ま
い
。

Ｓ
Ｄ
五
三

十
○
濠
状
遺
構

五
三

（オ
モ
テ
面
）

≒
罵
ヽ

一〇
一四
次
調
査

　

６
Ａ

Ｆ
Ｆ
　

　

　

縦
二

上
一．一
ｍ
、
横
三

Ｌ
七

伽
一の
断
片
で
、

行
間
は
二

・
三

側
、
文
字

の
大
き
さ
は

一

オ
モ
テ
面
に
二
行
四
文
字
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。

・
四
ｍ
西
方
で
あ
る
。
界
線
は
確
認
で
き
な
い
。

ゝ
や
弼

43



（九
）
西
隆
寺
跡
出
土
漆
紙
文
書

茶
褐
土
下
層

五
四
十
１

（オ
モ
テ
面
）

ｘ亀
九
年
四
月
□

五
四
十
２

（オ
モ
テ
面
）

□
　
□
日
充
十
四
石
五
斗

□
婆
夷

一
人
已
上
三
ｘ

〔人
力
〕

□
□
鉄
工
二
□

第
二
二
人
次
調
査
　
６
Ｂ
Ｓ
Ｒ

０
島

輪

已
上
□⊆
人と
牙U

升

縦
九

。
二

Ｃｍ
、
横
八

・
Ｏ

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
現
状
で
、
漆
付
着
面
を
内
側
に
し
て
、
文
字

の
行
と
平
行
に
二
回
折
り
た
た
ん
で
お
り
、
大
ま
か
に
言
え
ば
四
枚
重
ね
に
な
っ
て
い
る
が
、

折
り
た
た
ま
れ
た
内
側
は
複
雑
に
し
わ
に
な
っ
て
い
る
。
復
元
的
に
展
開
す
る
と
直
径
三
〇

ｃｍ

を
超
え
る
。
ま
た
、
漆
が
厚
く
付
着
し
て
お
り
、
長
期
間
漆
液
に
付
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き

る
。
大
き
さ
及
び
漆
付
着
状
況
か
ら
、
こ
の
漆
紙
文
書
は
輸
送
用
も
し
く
は
保
管
用
の
大
型
曲

物
に
付
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
折
り
た
た
ま
れ
た
内
側
の
部
分
に
紙
の
継
目

が
観
察
で
き
る
。

現
状
で
文
字
が
確
認
で
き
る
の
は
、
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
外
側
に
出
て
い
る
面

（五
四

十
２
）
が
主
で
あ
る
が
、
分
離
し
た

一
断
片
に
つ
い
て
の
み
、
反
対
側
の
面

（五
四
十
１
）
に
も

認
め
ら
れ
る
。
両
者
と
も
オ
モ
テ
面
に
書
か
れ
て
お
り
、
本
来
同

一
の
面
で
あ
る
が
、
折
り
た

た
ま
れ
た
結
果
、
反
対
面
に
み
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
五
四
十
１
は
紙
の
継
目
よ
り
右
側
、

五
四
十
２
は
紙
の
継
目
よ
り
左
側
の
位
置
に
あ
た
る
が
、
相
互
の
位
置
関
係
は
確
定
で
き
な
い

た
め
、
三
分
し
て
釈
文
を
提
示
し
た
。
図
版
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
形
状
を
示
す
た
め
に
、
ま

ず
五
四
十
２
を
掲
載
し
、
次
い
で
こ
こ
か
ら
分
離
し
た
断
片
で
あ
る
五
四
十
１
を
掲
げ
、
か
つ
、

五
四
十
「
が
接
続
す
る
位
置
を
明
示
す
る
た
め
に
、
五
四
十
１
の
反
対
面
、
す
な
わ
ち
五
四
十
２

の

一
部
分
の
写
真
を
付
し
た
。

五
四
十
１
に
は
文
字
が

一
行
認
め
ら
れ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
〇

・
八

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
フ

亀
九
年
」
は
宝
亀
九
年

（七
七
八
）
に
あ
た
る
。
紙
の
継
目
と
の
位
置
関
係
か
ら
考
え
て
、
当

該
の
紙
の
末
尾
に
近
い
位
置
に
あ
た
る
。

五
四
十
２
に
は
文
字
が
四
行
認
め
ら
れ
る
。　
一
行
日
と
二
行
目
の
行
間
は
四

・
七

甑
、
二
行

日
と
三
行
日
細
字
右
寄
せ
部
分
の
行
間
は
二

・
五

甑
、
三
行
日
本
文
と
四
行
日
の
行
間
は
二

・

五

ｃｍ
で
あ
る
。
従

っ
て
、　
一
行
日
と
二
行
日
の
間
に
は

一
行
分
の
空
白
が
あ
る
こ
と
に
な
り

（残
存
部
分
よ
り
上
で
記
載
が
終
わ
っ
た
か
）
、
二
行
日
は
細
字
右
寄
せ
部
分
に
あ
た
る
こ
と
に
な

る
。
文
字
の
大
き
さ
は
本
文

一
・
三

Ｃｍ
四
方
、
細
宇
○

・
七

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
な
お
、　
一
行
日



第

一
字
目
は
言
偏
の
文
字
で
あ
る
。

内
容
は
、
「□
婆
夷
」
と

「鉄
工
」
な
ど
の
人
員
に
対
す
る
米
の
支
給
に
関
わ
る
帳
簿
で
あ

ろ
う
。
「□
婆
夷
」
は
優
婆
夷

（在
俗
の
女
性
仏
教
信
者
）
と
推
定
で
き
、
尼
寺
西
隆
寺
に
ふ
さ

わ
し
い
。

文
書
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
宝
亀
九
年
の
年
紀
が
手
が
か
り
と
な
る
。
但
し
、
こ
の
資
料
に

み
え
る
紙
の
継
目
が
、
も
と
も
と
別
の
文
書
で
あ

つ
た
も
の
を
継
文
と
し
て
貼
り
継
い
だ
も
の

で
あ
る
の
か
、
当
初
か
ら
巻
子
装
の
帳
簿
を
作
成
す
る
た
め
に
継
い
だ
も
の
で
あ
る
の
か
は
、

現
状
で
は
確
認
し
が
た
い
。
文
字
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
年
紀
記
載
は
細
学
部
分
に
あ
た
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
後
者
で
あ
ろ
う
。
前
者
で
あ
れ
ば
文
書
自
体
の
年
紀
を
示
す
可

能
性
が
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
は
、
文
書
作
成
年
が
宝
亀
九
年
以
降
で
あ
る
こ
と
し
か
確
言
で

き
な
い
。

い
ず
れ
の
場
合
で
も
西
隆
寺
創
建
時
点
よ
り
は
や
や
降
る
こ
と
に
な
る
が
、
優
婆
夷
お
よ
び

鉄
工
に
食
糧
を
支
給
す
る
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
西
隆
寺
に
お
け
る
何
ら
か
の
施
設

の
造
営
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
当
該
漆
紙
文
書
が
出
土
し
た
食
堂
院
は
、

発
掘
調
査
の
知
見
に
よ
れ
ば
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
お
い
て
掘
立
柱
建
物
か
ら
礎

石
建
物
に
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
る
。
当
該
文
書
が
漆
容
器
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ

れ
た
の
は
文
書
作
成
年
よ
り
さ
ら
に
降
る
こ
と
に
な
る
が
、
文
書
の
内
容
も
、
蓋
紙
と
し
て
使

わ
れ
た
漆
塗
作
業
も
、
食
堂
院
改
修
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
一
〇
）
平
城
宮
跡
東
院
地
区
出
土
漆
紙
文
書

第
二
四
三

・
二
四
五
十
一
次
調
査
　
６
Ａ
Ｌ
Ｆ

Ｓ
Ｅ
一
六
〇
三
〇
井
戸

五
五

（漆
付
着
面
）

□
志
保

縦
三

・
五

伽
、
横

一
・
八

伽
の
断
片
で
、
文
字
は
漆
付
着
面
に
確
認
で
き
る
。　
一
行
三
文
字

認
め
ら
れ
、
界
線
は
み
え
な
い
。
文
字
の
残
り
が
断
片
的
で
あ
る
の
で
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど

の
計
測
は
困
難
で
あ
る
。
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（
一
一
）
平
城
宮
跡
造
酒
司
推
定
地
南
出
土
漆
紙
文
書

第
二
五
九
次
調
査

硼
～
○

・
入

ｃｍ
四
方
、
証
行
部
で
約
○

。
九

釦
四
方
で
あ
る
。
縦
横
の
界
線
が
確
認
さ
れ
、
縦

界
線
の
界
幅
は
約
二

。
二

Ｃｍ
で
あ
る
。
横
界
線
は
三
行
目

「得
九
段
」
の

「九
」
の
上
部
に
か

か
る
。
本
文
は
楷
書
体
で
大
数
字
を
、
双
行
部
は
行
書
体
で
小
数
字
を
用
い
る
。
界
線
の
存
在
、

楷
書
体

・
大
数
字
の
使
用
、
宮
域
内
か
ら
の
出
土
、
な
ど
の
条
件
か
ら
、
諸
国
か
ら
の
京
進
文

書
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
表
面
に
は
茶
褐
色
の
方
格
状
の
線
が
認
め
ら
れ
る
。
大
き
さ
、

形
状
か
ら
み
て
国
印
の
印
影
の
一
部
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
顔
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

内
容
は
日
積
を
列
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
洸
行
で

「損
」
（損
田
）
「得
」
（得
田
）
の
内
訳

を
記
す
。
得
田
は
町
段
歩
単
位
で
田
積
を
記
す
が
、
損
田
は

「
二
」
冨
正

の
み
し
か
記
載
が

な
く
、
損
率

（三
分
・
三
分
）
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
二
～
四
行
日
の
得
田
積
が
三
六
歩

の
整
数
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
現
存
す
る
帳
簿
の
中
で
は
、
正
倉
院
文
書
正

集

一
六
、
天
平

一
二
年

（七
四
〇
）
遠
江
国
浜
名
郡
輸
租
帳

（『大
日
本
吉
文
書
』
編
年
文
書
巻
二
、

二
五
人
買
～
一一七
一
頁
）
の
損
戸
の
爽
名
部
が
類
似
し
た
形
態
と
内
容
を
も
ち
、
『延
喜
式
』
主

税
寮
、
租
帳
条
の
記
載
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
文
書
は
租
帳
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
得
田
積
を
基
準
に
記
載
し
て
い
る
点
が
損
田
積
を
基
準
と
す
る
他
の
例
と
異
な
り
、

ま
た
、
浜
名
郡
輸
租
帳
で
は
損
田

・
得
田
積
が
二
四
歩
の
整
数
倍
で
、
日
程

一
東
あ
た
り
の
田

積
が
計
算
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
文
書
は
田
租
計
算
上
整
数
値
に
な
ら
ず
、
租

帳
と
し
て
は
不
自
然
な
点
も
あ
る
た
め
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

６

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｓ
Ｄ
一
一
六
〇
〇
溝

五
六

（オ
モ
テ
面
）

ｘ□
十
二

ｘ面
経
参
歩
律

一
町

一
段
百
八
十

ｘ段
伯
甘
参
歩
襴
症
段

ｘ□
拾
津
歩
僻
三
段
三
百
五
十
二

ｘ拾
伍
歩
僻
三
町
五
段
一酔
と

ｘ持相味十二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　^）｛氏釣

漆
付
着
面
を
外
側
に
し
て
四
つ
折
り
に
さ
れ
た
状
態
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
が
、
展
開
す
る
と

直
径
約

一
六

ｃｍ
の
円
形
に
復
元
で
き
る
。
大
き
さ
、
縁
辺
部
の
形
状
か
ら
み
て
、
漆
液
を
大
き

な
容
器
か
ら
取
り
分
け
て
パ
レ
ッ
ト
と
し
て
用
い
た
皿
ま
た
は
杯
状
の
上
器
の
蓋
紙
で
あ
ろ

う
。
墨
痕
は
オ
モ
テ
面
に
六
行
、
五
二
文
字
確
認
で
き
る
。
字
の
大
き
さ
は
本
文
で
約

一
。
○
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English Summary

l Preface

The multi―volume publication, LacqLler‐ Permeateご DOc口22eFatS Frorm とhe ttra PaFace

and CapFどaF `Vどes, is a compilation of lacquer― permeated documents recovered from

archaeological sites of the Nara palace and capital,、 vith the current volume being the

irst in the series.

Lacquer― permeated documents are pieces of scrap paper(no 10nger needed after

being used once or t、 vice as documents)、 vhiCh are utilized as lids for vessels containing

lacquer.Because lacquer becomes unusable,through hardening on contact、 vith air and

gathering dust,the liquid lacquer surface is covered closely、 vith paper serving as a lid.

|ヽ「hereas paper ordinarily decomposes 、vhen buried in the soil, paper used in this

manner as a lid is preserved by the lacquer adhering to it, and accordingly remains

Ⅵ/ithout eroding. Because it wvas corllnon to use scrap paper, such as disused

documents,as lids,it is possible to recover paper documents through excavation.The

writing cannot be discerned Ⅵrith the naked eye because of the lacquer adhering to the

surface.But by shining infrared light,恥「hich passes through the lacquer illn,traces of

ink are observed fronl the light renected by the paperis surface.

This report is the arst compilation of lacquer― permeated documents recovered from

ancient capital sites.ッ生ccordingly,a summary is presented arst of the overall progress

of research on these materials, focusing on lacquer‐ permeated documents recovered

from ancient capitals.

Lacquer― permeated documents ttrere irst recognized and reported for the Nara

capital site.In the 68th Archaeological lnvestigation conducted at the Nara palace site by

the Nara National Cultural Properties Research lnstitute in July 1970,t、 vo items were

discovered in East Second ヽヽ「ard, in the 、vestern gutter of an inter‐ 、vard street, at a

point on the eastern side of Block 6, East Second 再ヽrard on Second Street, and れrere

reported in September of that year and again in the following year(1971)as being

lacquer fragments bearing 、vritten characters. This れras the start of the history of

research on lacquer― permeated documents, which can be divided broadly into three

perlods,

The arst periodれたas from the 1970 discovery up to 1978,At about the same tirne as

the discovery at the Nara palace site, in the 9th Archaeological lnvestigation at the

Taga castle remains in �liyagi prefecture, large numbers of lacquer― permeated

documents、vere recovered fron■ 、vithin the central ad■ linistrative precinct.This、 vas in

支生ugust of 1970.But these materials、 vere not recognized at the tilne as paper,but、vere

treated instead as leather products,Subsequently,in 1973,a document resembhng a tax

register、 vas recovered during the 21載 Archaeological lnvestigation at the Taga castle

site, and 、vas reported the fo1lo、ving year. This 、vas the ttrst such material to be

reported for Taga castle.

ッ生s cognizance of the discovery of this type of material deepened, such inds were

recognized one after another from the Nara capital and Taga castle sites, But at the



tilne the documentary value of these items、 vas not yet clear,and this was a stage of

sirnply reporting the discoveries as they occurred.

再ヽrith the progress of research in this area,however,the items recovered fronl the 9th

lnvestigation at′ Γaga、vhich had been regarded as ieather obiectS Came to be

recognized as lacquer― permeated documents.The results of that investigation、 vere

made public in 1978,and in the follo、 ving year an excavation report、 vas published.At

that stage,in addition to recognizing that these items had been preserved as paper lids

for lacquer vessels,a neM/research stage、 vas entered、vith the spread of the technique

of using infrared video cameras.The tilne froni this point on can be regarded as the

second research period.Abundant rnaterials froni the Taga castle became available,and

the main focus of research in the second period,in terms of both quantity and quality,

、vas on fortified government offices of the Tohoku region.At the same tilne,at ancient

capital sites such as Nara and Nagaoka as、 vell,discoveries were increasing.But in

comparison with the Kanto and TOhoku regions,for which reports on lacquer―

permeated documents were published for the Taga castle site(Miyagi prefecture),the

Akita castle site(支代kita),Kanoko C site(Ibaragi),Shirllotsuke provincial headquarters

Site(TOChigi),etC.,relatively little attention was given to lacquer― permeated documents

recovered from ancient capital sites at this tirne.

Vヽith the year 1995,ho、 vever,on the occasion of the discovery of documents sinlilar to

registers of the sο tax(a tax in kind,levied against land a1lotinents), a reexanlination

was undertaken by the Nara National Cultural Properties lnstitute of lnaterials which

had been recovered up to that tirne. At about the same tirne, lacquer― permeated

documents ttrere also recovered from a total of three locadons in the Nagaoka palace

and capital sites in 1994 and 1995.Froni the acculllulated results of these investigations,

the need exa■ line the place of these materials 、vithin the frame恥′ork of the ancient

capitals became evident,In this regard research may be considered to have entered a

ne、v stage,4/ith the tilne froni the Ⅱ�d 1990s seen as the third period of research.

The results of reexanlinations made during the third period of materials recovered

froni the Nara palace and capital sites、 vere published yearly in theノ 4狙コLraF BLIFFeす n oF

ハリraハリすοnaF C口′ιuraF ProperιFes RcsearcF2】 駒Sゴtyte.But the information thus became

dispersed throughout issues for several years of the βLrfFeとin,and due to lilnitations on

length there 、vere materials that could not be included, In addition, with advances in

recent years of infrared photography using digital cameras,it has become necessary to

pubLsh images with higher resolution, Against this background,pubhcation was

undertaken of this comprehensive compilation of the research results regarding

lacquer‐ permeated documents recovered froni the Nara palace and capital sites.

2 Archaeological features

This report contains iacquer‐ permeated documents recovered from the follo、ving

eleven investigation precincts.

(1)B10Ck 16,East First Ward on Third Street(32ndッ生rchaeological lnvestigation)

The 32nd Archaeological lnvestigation, conducted in 1966, excavated the southeast



corner of the Nara palace site and Block 16 in East First Vヽard on Third Street. A

single lacquer―permeated document、 vas recovered from Pit SK 3995 in Block 16.

Block 16 and its southern neighbor Block 15、vere used throughout the Nara period

as a single unit,、「here large―scale buildings stood in orderly fashion,Froni the nature of

these features it may be inferred that Blocks 15 and 16 、vere not an individualis

residence,but a government office lying outside the palace precinct,or a facility serving

the function of a detached palace.

(2)Southeast corner, Nara palace site(32nd Archaeological lnvestigation,

Supplementary Excavation)

The Supplementary Excavation to the 32nd Archaeological lnvestigation 、vas

conducted in 1966, at a location contiguous 、vith the northれたest portion of the 32nd

支生rchaeological lnvestigationis excavation precinct. T、 vo lacquer‐ permeated documents

、vere recovered from an east―恥rest ditch,SD 4100ッヘ。

In addition to the southern portion of the Nara palaceis Great Wall,t、 vo buildings and

t、vo ditches、 vere detected among the features in this investigation precinct.正 )itch SD

4100ユows fronl、 vest to east along the inward side of the Great WVall.It divides broadly

into two phases, Ivith the lo、 ver strata labeled SD 4100ッ ヘ, and the upper strata SD

4100B.Approxilnately 13,000】盟0たたan(wooden dOcuments),mainty related to work

evaluations made by the A//1inistry of Personnel支 へffairs,、 vere recovered from SD 4100望 生.

ハにInong items bearing dates,whereas there are old examples dating to」inki 5(728),the

bulk concentrate in」 ingO Keiun era(767-770),with the most recent fro■ l the nrst year

of the Hoki era(770).

(3)Block 6,East Secondヽ Vard on Second Street(68th望 生rchaeological lnvestigation)

The 68th Archaeological lnvestigation, conducted in 1970, excavated Block 6 of East

Second ヽヽ「ard on Second Street. T、vo lacquer―permeated documents 、vere recovered

froni Ditch SD 5780, the western gutter of an inter‐ 、vard street of East Secondヽ Vard.

As other inscription‐ bearing materials recovered froni this ditch,there、 vere 79口誠孟釦 ,

plus coins includingヽ lrad6 kaichin and �生annen tsuho examples.ッ ヘmong the rttο たたara are

items bearing place namesれ たritten in the manner follo、 ved froHl the start through the

arst half of the Nara period, but as these 、vere in association with artifacts from the

latter half of the period, such as the �鉦annen tstthO coins, it is thought that the ditch

was in use throughout the Nara period.

(4)Block 10,East Thirdヽ Vard on Eighth Street(93rd」生rchaeological lnvestigation)

The 93rd Archaeological lnvestigation、 vas conducted in 1975,investigating East′Γhird

Vヽard on Eighth Street(the nOrtheastern district in the vicinity of Eastよ江arket).There

、「ere nine lacquer‐ permeated documents recovered fronュ Ditch SD l155,the southern

gutter of the interblock boundary street separating Blocks 9 and 10,plus two additional

fragments bearing no ink inscriptions.ヽ /ヽhereas these items do not at together,they are

thought to be originany froHl the same document.The t、 vo legible items among these

are included in this report. In addition to these items fron■  inscription― bearing

documents,a large paper lid for a lacquer vessel、 vas discoveredo This had been fitted

to a m裂雫コοttO COntainer(a round Or Oval box made from a thin strip of wood bent into



a loop,and ittedれ五th a、 vooden bottonl),uSed fOr transporting and storing lacquer.

Ditch SD l155 runs from east to west,■owing into the ditch(SD 1300)thOught to be

the eastern canal of the Nara capitalo Other items recovered from SD l155 include 25

mokkan,a、 vooden spoon paintedれ 五th lacquer,a lacquered leather box,fragments of a

lacquered hat, cloth used fOr straining lacquer, ねa声 vヽare plates and bow「 ls used as

lacquer vessels, sye ware vases,fmagemο ttο containers made of」apanese cypress, and

brushes and spatulas used for applying lacquer, hence the presence of a lacquer

、vorkshop in the vicinity may be inferred.

(5)Block 13,East Secondヽ Vard On Second Street(131St望 生rchaeological lnvestigation,

Sector 31)

The 131St Archaeological lnvestigation, Sector 31, was conducted in 1982, and

excavated Block 13 of East Second 再ヽ「ard on Second Street, One lacquer― permeated

documentヽⅣas recovered froHl the artifact_bearing layer,Judging fronl the age of the

ceraHlic vessel to ttrhich it was attached,it is probably fronl the latter half of the Nara

period. Further, as an item related to lacquer, from the artifact‐ bearing iayer of a

neighboring sector, a fragment of a lacquered vessel 、vith a f10ral and bird design

dra恥/n、vith a pin was recovered.This iterll is inferred to date froni the end of the Nara

to the beginning of Heian periods.

(6)Block 6,East First Ward on Eighth Street(160th望 生rchacological lnvestigation)

The 160th Archaeological lnvestigation、 vas conducted in 1984,investigating Blocks 3

and 6 of East First lヽrard on Eighth Street, One lacquer― permeated document 、vas

recovered froHl the posthole of an embedded pillar building,SB 3190,in Block 6. The

features detected in the excavated area divide broadly into four phases(貪 1,A2,B,C').

Building SB 3190 is a structure from the latter part to the end of the Nara period

(phaSe B), 10ng in the east‐ west direction, and the lacquer― permeated document ttras

recovered fronl the hole made in removing the pillar ofits southれrest corner.

(7)Block 14,West Firstヽ Tard on Eighth Street(inveStigated by Board of Education,

city of Yamato Koriyama)

This investigation was conducted in 1984 by the Yamato Koriyama municipal Board

of Education.It、vas one of a total of ttve excavations,conducted from 1984 to 1986 by

the Yamato Koriyama Board of Education and the Nara National Cultural Properties

Research lnstitute, in Blocks 13 and 14 ofヽ Vest First Ward on Eighth Street. _As for

iacquer― permeated documents,there were 69 items recovered in Block 14,from Pit SK

2001 in the area investigated by the Yamato Koriyama Board of Education.Of these 42

items are included in this report.In addition to inscription― bearing lacquer―permeated

documents,large paper lids for lacquer vessels were discovered. These also had been

itted to naageFmOコ O Containers used for transporting and storing lacquer,

Archaeological features in the investigated sector divide broadly into four phases.

望へrtifacts related to metal casting and to lacquer、 vork were recovered,and the area is

presumed to be a large workshop site.SK 2001 is a large― scale pit fronl the nrst half of

the Nara period(phase II of the sequence of features). Other lacquer―、vorking items

recovered froFn it include a sLreヽ Vare vase used as a lacquer iar,tOgether、 vith its lid,



and cloth used for straining lacquer.

(8)Block 5,East Second Ward on Second Street(204th望 生rchacological lnvestigation)

The 204th Archaeological lnvestigation was conducted in 1989.It、 vas one of a series

of excavations conducted from 1986 to 1989 in Block 5,East Second Ward On Second

Street(the presumed site of FuI、vara nOょ江arois mansion)and in Blocks l,2,7 and 8,

East Secondヽ Vard on Third Street(the presumed site of Prince Nagayais lnansion〉 In

the 204th lnvestigation, Block 5 of East Second Vヽard on Second Street, along 、vith

Second Street lying to its south,、 vere excavated.One lacquer― permeated document was

recovered from each of t、vo moat‐ like ditches,SD 5300 and SD 5310,dug along Second

Street。

正)itches SD 5300 and 5310,along、vith ditch SD 5100,、 vere dug into the road surface

of Second Street,extending east―、vest as moat‐ like features paralleling the northern and

southern gutters of the street, and 、vere the features yielding the large cache of

、vooden documents known as the WSecond Streetコ誠土釦!I

Ditch SD 5300 hes on the northern side of Second Street. ッヘmong dated items

recovered from this feature there is one from」 inki 5(728),with the remainder from

Tenpyo 3-8(731-736).Ditch SD 5310 is iocated in symmetric fashion to SD 5300,on the

opposite side of Gate SB 5315,、 vhich sits at the midpoint of the southern face of BIock 5

in East Secondヽlrard on Second Street.Dated naο たたar2 recovered fro■ l this feature are

alrnost entirely lilnited to the year Tenpy0 8(736).Ditches S正 )5300 and 5310 are both

features sho、 ving no signs of、vaterユ ow.

(9)Sairyこ ji temple remains(228th望生rchaeological lnvestigation)

Sairyul was a temple built at the end of the Nara period by Empress Sh6toku.The

228th ttrchaeological lnvestigation was conducted in 1991, and excavated the refectory

in the northeast portion of Sairytlirs temple precinct.To the west of the refectory,Pond

SG 530 was in existence from before Sairyujrs construction,but this was found to

have been■ 1led in and converted to a prepared plot、 vhen the refectory was erected.

Three fragments of a lacquer―permeated document、 vere recovered froni the■ 1l used to

prepare the plot.

(10)Eastern extension of the Nara palace site(243rd Archaeologocal lnvestigation

and 245th」生rchaeological lnvestigation,Sector l)

The 248rd望生rchaeologocal lnvestigation and 245th支 生rchaeological lnvestigation,Sector

l, were conducted in 1993, excavating the 、vestern part of the East Palace Garden,

Iocated in the southern portion of the palace precinctis eastern extension,One lacquer―

permeated document 、vas recovered from a well, SE 16030。  Archaeological features

detected in the investigation divide into seven phases,frona A to Go WVelI SE 16030、 vas

dug in phase D during the」 ingo Keiun era(765‐ 770),andヽ Vas in use until phase F in

the Hoki era(770‐ 780).The lacquer― permeated document was recovered from within the

well shaft。

(11)Nara palace site, southern portion of the presumed site of the Office of Rice

Vヽines and Vinegars(259th Archaeological lnvestigation)

The 259th ッ
～
rchaeological lnvestigation was conducted in 1995, excavating the

Vll



southern portion of the government office precinct to the east of the IIIlperial Donlicile,

which is presumed to be the site of the Office of Riceヽ Vines andヽ/inegars,and part of

the road running east―、vest within the palace that lay immediately to the south. One

lacquer― permeated document ttras recovered frorn正 )itch SD l1600,the southern gutter

of the inner palace road.The ind、 vas accompanied by the recovery of 2,808阿 οkkan

from the same ditch,bearing dates that fall mostly between HOki 4(773)and Enryaku 3

(784). From an exaHlination of their contents, they are related to the Togtlbo(the

household administrat� e office for the crown prince)of lmperial Prince Yamabe(who

later became Emperor Kanmu),during the period he served as crown prince,together

、vith some mOたたaFa related to the K6g6 gllshiki,the household adHlinistrative office of

Kanmu`empress,Fujiwara no Otomuro。

3 The circulation of lacquer and lacquer‐ permeated documents

ッヘs noted above,lacquer― permeated documents are pieces of scrap paper that、 vere

used as lids for vessels containing lacquer. But not all lacquer containers were ntted

、vith paper hds. In order to consider the historiographic value of lacquer― permeated

documents, it is necessary to ascertain at 、vhat stage paper 、vas used as a lid in the

process linking the production of lacquer and its consumption.

First,in the stage of obtaining lacquer,incisions are made into a lacquer tree,and the

sap is scraped up as it oozes out.At present,the collected sap is placed in a 22agemOコ 0

trough,though it is not clear、 vhat type of vessel was used in ancient tilnes.The freshly

collected liquid is called たF lrrLIShi raヽv lacquer, 、vhich must then be reined. This

procedure is called たuroFme, and the reined lacquer たyronac urllsFni The reining is

sometilnes done at the locus of production,and sometilnes at the site of consumption as

represented by ancient capitals.

For transport from the point of production to the consumption site, lacquer was

sometilnes put in long‐ necked vases of sLle Ware, and sometilnes in large FmageF720n0

containers. After being carried to the site of consumption, it was stored until tilne of

actual use, and sometirnes this was done in the same vessels used for transport, and

sometilnes by placing it in very large storage jars.At the point of consumption it would

be portioned out in small rmttbCemοДο containers or vases,and sometilnes further divided

into small bo恥「ls and plates.

The stages iuSt described link the production of lacquer and its consumption, 、vith

vessels being used at each stage in accordance、 vith a particular function,but paper lids

、vere used only恥 /ith mager2or2ο  containers and small bo、vls. 「ヽases for transport、 vere

ntted、vith plugs of、vood,cioth,or straw,so paper lids、「ere not used. 再ヽ「hen it came

tilne to use the lacquer,the plug、vould often be stuck fast,and vase、 vould be broken

at the neck to remove the contents.

The reconstructed diameters of paper lids fall into large(30‐ 35 cm diameter),medium

(20ぃ 25 c■1), and small(15 cm or less)grOups, as regulated by the diameters of the

vessels. Roughly speaking, large and medium sized items are presumed to be for

transport and storage,and smatt ones for division into individual portions,



As seen above, the stage of lacquer production and the type of vessel to 、アhich

lacquer― permeated documents、 vere itted must be inferred fro■ l the shape and size of

these materials.

The problem of the source of scrap paper used as paper lids for the vessels、 vill noれ「

be addressed. This 、vill be done by the type of archaeological site in、 vhich they are

found.

For sites at the level of provincial headquarters(そ 0た口FLI),Orices lnanaging documents

and those using large amounts of lacquer are both lilnited.Accordingly,it is common

for the agent disposing the document and the agent using the lacquer to be one and the

same.It rnay also be inferred that this agent is closely linked、 vith the facility where the

document 、vas discarded. In other 、vords in each case the agent may be inferred to

have been linked with the state.ッヘs an alternative,there r� ght also be documents that

、vere discarded at the district(gyf2)leVel, and used、 五th lacquer containers that、 vere

presented to a state facility.

In contrast,the situation at ancient capitals was much more complicated.First,in the

case of sye、 vare vases being used for transporting lacquer fron distant regions,scrap

paper would be used only in the portioning out of lacquer in bow「 ls and magemο コο

containers.In other、 vords,it would be lilnited to small‐ sized items. As the paper lids

are itted at the capital,they are highly likely to have been discarded by some facility

at the capital, such as a central government agency, an aristocratic household, or a

temple etc. In considering the route through ttThich a document once discarded

becomes supplied as scrap paper, cases in ttrhich it is discarded by a government

agency directly linked 、vith a lacquer 、vorkshop are possible, as are those in 、vhich

scrap paper, discarded by a government agency, follo、vs a prescribed route into the

open market,and is then procured for use through purchase.

Next, a different set of possibilities must be considered in the case of maFeコor20

containers being used for transporting lacquer from distant regionso At the tirne the

lacquer is brought to the capital, there would be a paper lid attached at the place of

origino The possibility that it、 vas supphed by a regional government office is high.A

document discarded in a remote region、vould thus be used as a paper lid,and brought

to the capital together、 vith the lacquer and its container.Subsequently,as the lacquer

is used,the paper lid is probably replaced、vith another one.For the latter,a document

discarded at the capital would be used. In any event, documents discarded at the

capital would be used、vhen the lacquer is portioned out froHl the container used for

transport into bow「 ls.

Based on the above consideration, aspects of the lacquer 、lrorking process and the

source of scrap paper 、vill be reconstructed for each of the cases recorded in this

report,

(1)I'10Ck 16,East Firstヽ Vard on Third Street

lt is presumed that a government office lying outside the palace precinct,or a facility

serving the function of detached palace, れ「as located at this site. Accordingly, it is

difficult to suppose that a large― scale lacquerれ「orkshop ttrould have been maintained in



the vicinity.It is likely that the paper lid was used for a sma11-scale piece of laccluer

、vork,such as the making or repair of furniture,that would be performed at a detached

palace or sirnilar facility,and discarded at the site.ッ ヘs it cannot be thought that large

amounts of scrap paper、 vere procured for the lacquer work, the paper used as a lid

、vas perhaps one that 、vas conveniently nearby at the tirne, or had been brought in

froni the outside by a恥「orkman.

(2)Southeast corner,Nara palace site

The �linistry of Personnelッ代ffairs and the Council for Rettgiousッ 生ffairs are believed

to have existed in the vicinity.楔 へccordingly,in this case as、 vell it is difficult to suppose

a lacquer、 vorkshop being nearby,and the paper lids for lacquer containers uncovered

here、vould have been frona lacquer、 vork of a telnporary nature.

(3)Block 6,East Second Ward on Second Street

Considering the conditions of the vicinity in 、vhich lacquer― permeated documents

were recovered,in the irst part of the Nara period the lnansion of Fujiwara no �生aro is

thought to have included Block 5 of East Second Ward on Second Street, and in the

latter part of the lNara period the Nashihara no �生iya palace、vas maintained there.ソ ヘs it

is difficult to suppose that a large― scale lacquer 、vorkshop 、vould be run in such a

location, it is thought rather that small― scale lacquer 、vork, such as the repair of

furniture on the pre■ lises,、vas conductedo Regarding the procurement of scrap paper,

rather than being supplied in large amounts,it is likely that scrap paper conveniently

near to the 、vork site 、vas used, or that、 vorkmen used scrap paper they brought in

fronュ the outside.

Looking at the contents of the recovered lacquer― permeated documents, one of the

tヽⅣo concerned rice land,and the other being used initially as a tax register for an area

in either the eastern or western half of the capital,and subsequently being used as a

document dated Hoki 2(771). ThiS type of dOcument would have been under the

adH�nistration Of the よ江inistry of Financial ッペffairs, 恥「hich accordingly 、vould be the

source of the scrap paper.

From the same ditch yielding this lacquer‐ permeated document, at a point further

do、vnstreanl in I;lock 5 of East Second 再ヽ「ard on Second Street, 、vhere the feature is

labeled SD 5021, the scroll rod of a tax register for Tヽado 8(715)for the prOvince of

Yamato 、vas recovered, along 、vith documentary r220たたan concerning the purchase of

lacquer.It is difficult to suppose that the tax register would have been thro、 vn into the

ditch in the form of a scroll, It is thought rather that after the tax register 、vas no

longer needed,the paper it、 vas made frOm、「as reutilized and the scrott rod alone、 vas

discarded. The reutilization of paper froIIl the tax register 、vould conceivably include

using the back side for writing, and would not be linlited to use as paper lids for

lacquer containers. But as it may be inferred from the accompanying fmο たたaコ that

lacquer 、vas used in the vicinity, it is possible to assume that the paper 、vould have

been used for the lids of lacquer vessels.

The lacquer‐permeated document from正 )itch S正)5780 in Block 6,and the tax register

scroll rod from SD 5021 direr in age,and cannot be linked directly.]3ut together they



sho、v that in both the first and latter halves of the Nara period, somewhere in the

vicinity there wvas a place supplying scrap paper froni the �linistry of Financial yゝ rairs.

(4)Block 10,East Thirdヽ Tard on Eighth Street

This location is in the area neighboring East �伍arket, and it is presumed that a

lacquer、vorkshop、vas nearby.プ生lso,as the paper lid for aコ 鬱bger4onο container used for

transporting and storing lacquer wvas recovered,it can be seen that lacquer、 vas in use

in large quantities.

In considering the supply route for the scrap paper used for the lacquer― permeated

documents that、vere recovered,from the presumed proxirnity of the lacquer、 vorkshop

to the East �死arket, it is possible that scrap paper 、「as purchased at the market, For

the paper lid, 、vhich bears no 、vriting, fitted to the ttagernο コο container used for

transporting or storing lacquer,it is possible that it、 vas brought to the capital together

、vith the lacquer from a distant region.

(5)Block 13,East Secondヽ Tard on Second Street

望へs the contents of the lacquer― permeated document recovered froni this location are

unclear,and the document itself、 vas not associated、 vith an archaeological feature,it is

difficult to make any inference about the lacquer work process or supply route of the

scrap paper involved.But as this location is imⅡ lediately south of Hokkeii temple,with

facilities such as detached palaces in the vicinity,it may be that the item、 vas brought

on the occasion of temporary lacquer 、vork performed at a detached palace or

aristocratic residence, The itenュ
is being attached to a vessel used for holding a small

portion of lacquer, or perhaps as a palette, is consistent with this scenario of only a

small amount of lacquer being utilized.

(6)Block 6,East Firstヽ Tard on Eighth Street

The lacquer― permeated document was found still attached to a magemoFaO COntainer

holding lacquer, froll the hole made in removing the pillar of an embedded pillar

building. The container is thought to have held lacquer used during the dismantling

and renewal of the buildingo The lacquer container is believed to have been used、 vhen

the lacquer、vas transported from a remote region,、 vith a document discarded in that

region used with the rmagera9or2ο  container,and possibly carried together with it to the

Nara capital.

(7)Block 14,West FirstヽVard on Eighth Street

This iocation is the site of、vorkshops closely connected with the 凸ヽrest h/1arket,and

lacquer、乃「ork was conducted here over a long period of tilne.Large numbers oflacquer―

permeated documents、 vere recovered,along、「ith paper lids、 vith no、 vriting that、 vere

itted to large 22agemOnο containers used for transport and storage.

The contents of the documents are varied.First,there are lists of names regarded as

of the type found in household and tax registers, and documents related to rice and

other grains that are thought to belong to tax reports(sね σzeFcねa inancial reports

subHlitted by regional government agencies), being official documents concerned with

the adHlinistration of the rfと suryO state, plus portions of Buddhist sutras, and of

annotations to theッ 4r2a′ecιs of Confucius,etc.FroHl the variety of documents included,

�



these items of scrap paper could not have all been discarded from a single agency.

As、Ⅳork、vas conducted continually at this lacquer、 んrorkshop,large amounts of scrap

paper れ「ould have al、vays been necessary. It is not reasonable to think that it れたould

have been obtained interHlittently from various agencies.」 udging froHl the location of

the site,it is most easily thought that scrap paper、 vould have been purchased at the

|ヽ「est h//1arket,located nearby,where all sorts of scrap paper gathered.In addition,it is

possible that the large paper lids 、vithout ttrriting 、vere brought from the provinces

together、 vith the lacquer vessels.

(8)Block 5,East Second Ward on Second Street

九
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たたaFa recovered froHl the same moat-like features ytelding the lacquer‐permeated

documents are presumed to be related to the residence of Fujiwara no A/1aro,which is

thought to have stood at BIock 5 in East Second Vヽard on Second Street, or to the

palace of Empress K6my5,believed to have been at BIocks l,2,7,and 8 in East Second

lヽrard on Third Street. Accordingly, it is not possible to consider a large― scale lacquer

、vorkshop being operated continually nearby。 「Γhe lacquer― permeated documents are

hkely to have been associated with lacquer 、vork performed 、vithin the palace or

aristocratic residence.

(9)Sairyuii temple remains

Lacquer 、vas used in large quantities on the occasion of temple construction and

repair,and in the manufacture of Buddhist statues and furnishings.It may be inferred

that scrap paper、 vas also used in quantity as lids for lacquer vessels.The three lacquer―

permeated document Fragments recovered at Satryこ ji came from such a lid more than

30 cnl in diameter. It may be presumed to have been itted to a large magemOtt0

container used for transport or storage,indicating the use of lacquer in large quantity.

Exa■ining its contents,the document is related to the provisioning of food for、「orkers

on the occasion of Sairyuirs construction.The agency in charge of erecting the temple

buildings, and making a repairing their furnishings, 、vould also attend to the lacquer

、vork,and can be presumed to have used some ofits o、 vn documents as scrap paper.

(10)Eastern extension of the Nara palace site

lt is not possible to suppose the existence of a lacquer、 vorkshop in this area. The

lacquer― permeated document recovered here 、vas probably associated 、vith ternporary

lacquerれ「ork.

(11)Nara palace site, southern portion of the presumed site of the Office of Rice

Vヽines andヽπinegars

From the maたたan found in association恥五th the lacquer― permeated document, it can

be inferred that the T6gubo, the hOusehold adnlinistrative office of lmperial Prince

Yamabe(later,Emperor Kanmu),and the K6g6 gushiki,the household administrative

Omce of Kanmu`empress,F� iwara nO otomuro,were located in the vicinity.It is not

considered possible for a lacquer れたorkshop to have been nearby. The lacquer‐

permeated document found here can be iudged frOrn its shape to have been fitted to a

bo郡「l used for dispensing a small portion of lacquer or as a palette, and from the

recovery of only one such item,it may be presumed to have been used for telllporary

・�



lacquer wvork conducted either at the T6gub6 or the K6go gushiki.

The contents of the document are of the type found in formal reports of tax

revenues, 、vhich 、vould not likely to have been discarded at either household

adHlinistrative office.It is thought rather to have been brought in fronl the outside by a

lacquer、vorker.

For each of the cases of lacquer― permeated documents recovered for the Nara capital

and palace sites, the nature of the lacquer 、vork and the supply route for the scrap

paper have been inferred as above, It is possible to divide the places れ「here lacquer

、vork 、vas conducted into four broad classes. The arst consists of、vorkshops 、vhere

lacquer、 vork、vas conducted continually,the second is sites related to construction,and

the third colnprises aristocratic residences or the palaces of the eIYlperOr or inaperial

fanlily members, 、vhere small― scale lacquer 、vork れたas conducted. The fourth class

consists of telnples where lacquer、 vork、vas done.

ヽヽ「hereas cases(4)and(7)Inay be cited as belonging to the irst class,(7)is the mOst

typical example.Large paper lids ttted to containers used for transport and storage,as

、たell as small paper lids attached to bo、 vls,used for holding small portions or as palettes,

、vere recovered. The contents of the documents used as scrap paper are varied, and

、vhen considered in coniunctiOn、 vith the siteis location,it can be seen that they、 vere

obtained froni the market,、 vhere scrap paper of all kinds鞘「ould gather.It is also highly

possible that the large paper lids、 vere documents discarded and itted to the lacquer

containers in remote provinces,and brought together獨 汀ith theni to the Nara capital。

For the second class,there is case(6).ヽVhile generalizations cannot be dra、 vn from a

single example,as lacquer、vas surely needed in large quantities at construction sites,

the recovery of a magemor2ο  container for lacquer transport and storage is itting.The

scrap paper attached to the vessel、vas possibly an iten discarded in a remote province

thatれたas brought together to the]Ч ara capital.

For the third class,cases(1),(3),(8),and(11)Can be citedo Nearly all of the lacquer―

permeated documents recovered are small fragments,and case(11)in partiCular is

understood to be an item attached to a bo、 vl used to portion out a small amount of

lacquer,or used as a palette.This appears suitable for an instance in which temporary

、vork、vas conducted.Perhaps scrap paper nearby at the tilne of the work was used for

the paper lid,or possibly scrap paper brought in fro■ l the outside by a、「orkman was

utilized.

For the fourth class there is case(9),Sairytlii temple.Large amounts oflacquer were

consumed at temples, and paper lids for iacquer containers れ「ould also have been

needed in large quantities, in the case of Sairyuii, the agency conducting the lacquer

work used a documentin its o、 vn keeping for scrap paper.

In the above manner, in order to consider the historiographic value of lacquer‐

permeated documents,it is necessary to consider in comprehensive fashion the nature

of the lacquer、vork involved,along with the size,shape,and contents of the documents

themselves.
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45   2θ    10    41    大和郡山市教育委員会  右京八条一坊十四坪  6Afi OZ    SK2001土坑   F平城京右京八条―坊十三・十四
坪発掘調査報告』1990(27)司司至≦(1984)

46   2θ    10    41    大和郡山市教育委員会  右京八条―坊十四坪  6AII OZ    SK2001土 坑
司電至≦(1984)

47   2θ    10    42    大和郡山市教育委員会  右京八条―坊十四坪  6AII OZ    SK2001土 坑
ヨ司ヱ≦(1984)

48   2θ    10    42    大和郡山市教育委員会  右京八条―坊十四坪  6AI1 0Z    SK2001土 坑   「平城京右京八条―坊十三・十四
坪発掘調査報告』1990(28)司司ヱ≦(1984)

49   2θ    10    42    大和郡山市教育委員会  右京八条―坊十四坪  6AII OZ    SK2001土 坑
司司至≦(1984)

50   2θ    10    42    大和郡山市教育委員会  右京八条―坊十四坪  6AII OZ    SK2001土 坑
副司ヱ≦(1984)

51   2θ    10    42    大和郡山市教育委員会  右京八条一坊十四坪  6Al1 0Z    SK2001土 坑
副阿至≦(1984)

52   29   10    43    第204次調査(1989)  左京二条二坊五坪   6AFF」 D28  SD5300濠 状   F年報19981』 1998(2・ 3)
遺構

53     29     10      43      第204次調査 (1989)     左京:二条二柱方五坪     6AFF」 D34    SD5310濠 】犬     F平 城本簡概報24』 1991
遺構            「年報19981』 1998(1)

54  2イ・25  12    44    第228次 調査(1991)  西隆寺跡       6BSR QN35  茶褐上下層
(右京一条二坊九坪)

55     25     14      45       第243 245-1次          平j●I宮跡東院地区     6ALF AR52    SE16030井 戸    「1993年 度平城宮跡発掘調査言Б

司母至≦(1993) 発掘調査概報』1994

「平城木簡概報29』 9ヽ94

F年報1998【 』1998(1)

56 2び～23  15    46    第259次 調査(1995)  平城宮跡造酒司    6AAD OA15  SDl1600清    「1995年 度平城宮跡発掘調査部
発掘調査概報』1996

F平城木簡槻報32』 1996

F年報1996』 1997

推定地南
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